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史
料
解
題

　

今
号
で
も
前
号
に
引
き
続
き
、
飛
脚
問
屋
・
嶋
屋
佐
右
衛
門
の
日
記
を
掲
載
す
る
。

　

本
史
料
は
大
坂
の
飛
脚
組
合
・
手
板
組
の
江
戸
会
所
で
あ
る
飛
脚
問
屋
・
嶋
屋
の
日

記
で
あ
り
、
今
回
の
翻
刻
分
は
全
十
二
冊
中
の
第
四
分
冊
に
あ
た
る
。
嶋
屋
や
本
史
料

の
概
要
・
史
料
名
称
等
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
第
五
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
を
参
照

頂
き
た
い
。

　

前
三
冊
と
同
様
、
今
回
の
翻
刻
で
底
本
と
し
た
の
は
、
郵
政
博
物
館
に
お
い
て
「
宿

駅
日
記
」
と
の
史
料
名
が
付
与
さ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
る
。「
宿
駅
日
記
」
は
、
和
綴

本
計
十
二
冊
か
ら
な
り
、
今
回
掲
載
す
る
の
は
、
同
博
物
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
に
資

料
番
号
「
Ｓ
Ｂ
Ａ
／
０
０
２
０
／
６︲

４
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
る
。

史
料
の
表
紙
に
は
第
一
〜
第
三
分
冊
ま
で
と
同
様
、「
宿
駅
日
記
」
と
だ
け
書
か
れ
た

題
簽
が
左
端
に
貼
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
駅
伝
ノ
部
」「
甲（

マ

マ

）

延
享
元
歳
子
三
月
吉
日　

宿
駅
日
記
」「
六
冊
四
」
と
書
か
れ
た
郵
便
博
物
館
の
蔵
書
票
が
表
紙
下
部
に
貼
付
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
表
紙
を
め
く
る
と
本
来
の
史
料
の
表
紙
と
思
わ
れ
る
部
分
が
現
れ
、

掲
載
に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
を
表
紙
と
し
、
史
料
名
も
こ
の
記
載
に
よ
っ
た
。

　

こ
の
「
宿
駅
日
記
」
は
明
治
期
に
駅
逓
局
に
お
い
て
筆
写
が
行
わ
れ
、
そ
の
筆
写
版

の
史
料
が
「
定
飛
脚
日
記
」
と
題
さ
れ
て
郵
政
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

翻
刻
分
に
相
当
す
る
の
は
、
資
料
番
号
「
Ｓ
Ｂ
Ａ
／
０
０
２
２
／
１
３︲

４
」
が
付
与

さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
こ
の
「
定
飛
脚
日
記
」
は
、「
駅
逓
局
」
の
文
字
が
入
っ
た
罫

紙
に
筆
写
さ
れ
、
和
綴
製
本
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
の
表
紙
に
は
旧
・
郵
便
博
物

館
の
図
書
番
号
「
第
一
八
八
号
」
な
ど
が
記
さ
れ
た
蔵
書
票
の
添
付
が
あ
り
、
ま
た
「
駅

逓
局
庶
務
課
編
輯
係
章
」
と
い
う
朱
印
が
押
さ
れ
蔵
書
番
号
「
和
第
二
百
卅
六
号　

共

十
二
冊
」
な
ど
が
記
さ
れ
た
付
票
等
も
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
形
状
等
の
詳
細
は
前
号

ま
で
に
記
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
ち
な
み
に
、
第
一
分
冊
の
解
題
に
記
し

た
こ
と
で
あ
る
が
、
一
橋
大
学
に
も
「
定
飛
脚
日
記
」
と
題
さ
れ
た
同
内
容
の
史
料
が

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
・
東
京
高
等
商
業
学
校
時
代
の
明
治
三
十
九
年
に
購
入

さ
れ
、
同
校
図
書
館
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
史
料
は
虫
損
の
表
現
、
文

字
の
判
読
の
特
徴
や
改
行
の
形
式
な
ど
か
ら
、
原
本
の
「
宿
駅
日
記
」
で
は
な
く
、
郵

政
博
物
館
所
蔵
の
「
定
飛
脚
日
記
」
を
忠
実
に
筆
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在

は
一
橋
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
「H

ERM
ES︲IR

」
に
お
い
て
、
他
の
「
駅
逓
志
料
」

の
一
部
の
筆
写
史
料
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
底
本
に
加
え
、
写
本
で
あ
る
郵
政
博
物

館
所
蔵
本
の
「
定
飛
脚
日
記
」
と
も
対
照
し
、
適
切
な
解
読
を
心
掛
け
た
。
た
だ
し
、

原
本
の
「
宿
駅
日
記
」
と
比
較
す
る
と
、「
定
飛
脚
日
記
」
に
は
文
字
の
判
読
ミ
ス
や

郵
政
博
物
館
蔵
「
甲
子
延
享
元
年
　
日
記
　
四
番
」（
飛
脚
問
屋
・
嶋
屋
佐
右
衛
門
日
記
　

第
四
分
冊
〔「
宿
駅
日
記
」
第
四
分
冊
／
「
延
享
元
年
　
定
飛
脚
日
記
　
四
」〕）

 

「
駅
逓
志
料
」
を
読
む
会　
　
　
　

 

資
料
紹
介
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表
記
違
い
が
多
数
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
前
号
ま
で
に
記
し
た
こ
と
だ
が
、『
東

京
市
史
稿
』（
産
業
編
第
一
五
〜
二
〇
、
東
京
都
、
一
九
七
一
〜
一
九
七
六
年
）
に
は

本
史
料
が
「
定
飛
脚
御4

日
記
」
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
省
略
箇
所
が
存
在

し
、「
定
飛
脚
日
記
」
を
底
本
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
原
本
と
比
較
す
る

と
多
く
の
異
同
が
存
在
す
る
。『
東
京
市
史
稿
』
と
重
複
す
る
部
分（
１
）に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
宿
駅
日
記
」
と
対
照
し
、
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

　

本
史
料
の
解
読
と
校
正
作
業
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、「
千
葉
古
文
書
の
会
」
の
隅
田

孝
氏
が
中
心
と
な
り
、
同
会
の
青
柳
整
、
尾
出
恒
廣
、
小
川
昌
造
、
亀
井
道
生
、
城
戸

淳
子
、
古
川
和
市
の
各
氏
が
、「
駅
逓
志
料
」
を
読
む
会
と
い
う
作
業
グ
ル
ー
プ
を
組

織
し
て
行
っ
た
。
作
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
物
流
博
物
館
の
玉
井
幹
司
が
事
務

局
を
勤
め
、
最
終
的
な
校
正
作
業
に
参
加
し
た
。

　

原
稿
作
成
に
際
し
て
は
、
や
は
り
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、
山
本
光
正
氏
に
懇
篤
な
ご

指
導
を
頂
い
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

以
下
、
今
回
の
掲
載
史
料
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
な
解
説
を
行
い
た
い
。

　

本
史
料
は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
三
月
二
十
四
日
の
記
載
に
始
ま
り
、
翌
二
年

の
十
一
月
十
四
日
付
の
記
載
で
終
わ
っ
て
い
る
。
本
史
料
に
記
さ
れ
た
中
心
的
な
記
事

は
、
延
享
元
年
六
月（
２
）に
道
中
奉
行
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
継
早
飛
脚
停
止
に
至
る
顛

末
と
、
こ
れ
に
関
連
す
る
諸
事
項
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
盗
難
な
ど
輸
送
事
故
に
関
す
る

件
、
嶋
屋
で
新
た
に
出
さ
れ
た
家
内
の
掟
書
に
関
す
る
件
、
江
戸
を
は
じ
め
各
地
の
火

事
情
報
と
火
事
見
舞
い
に
関
す
る
件
、
出
水
の
た
め
の
川
支
・
各
宿
の
慢
性
的
な
馬
不

足
な
ど
に
よ
る
荷
物
延
着
と
こ
れ
に
起
因
す
る
飛
脚
賃
銀
値
下
げ
要
請
に
関
す
る
件
、

住
吉
講
（
上
方
の
酒
造
家
か
ら
派
遣
さ
れ
、
江
戸
酒
問
屋
と
の
間
に
介
在
し
た
江
戸
支

配
人
の
仲
間
寄
合
）
に
関
す
る
件
、
武
家
の
用
達
に
関
す
る
件
、
大
坂
城
番
・
三
度
飛

脚
請
負
に
関
す
る
件
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　

幕
府
道
中
奉
行
に
よ
る
継
早
飛
脚
停
止
の
申
し
渡
し
は
、
嶋
屋
佐
右
衛
門
日
記
の
第

二
分
冊
、
第
三
分
冊
に
記
さ
れ
て
い
る
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
閏
四
月
に
起
き
た
芝
・

宇
田
川
町
で
の
盗
難
事
件
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
の
飛
脚
問
屋
七

軒
仲
間
（
嶋
屋
佐
右
衛
門
・
山
城
屋
宗
左
衛
門
・
伏
見
屋
五
兵
衛
、
和
泉
屋
甚
兵
衛
・

十
七
屋
孫
兵
衛
・
木
津
屋
六
左
衛
門
・
京
屋
弥
兵
衛
）
の
共
同
早
物
会
所
か
ら
差
立
て

ら
れ
た
走
り
飛
脚
（
継
早
飛
脚
）
が
遭
遇
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
江
戸
の
七
軒

仲
間
で
は
早
便
物
は
個
々
で
は
差
し
立
て
ず
、
会
所
に
取
り
集
め
て
共
同
配
送
を
行
っ

て
い
た
。
早
便
に
は
、
継
所
で
継
走
し
な
が
ら
独
行
す
る
「
継
早
」
と
、
宰
領
が
馬
で

行
く
「
馬
早
」
の
二
種
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
当
時
の
道
中
の

治
安
悪
化（
３
）を
背
景
に
、
継
所
で
交
代
し
な
が
ら
夜
間
も
独
行
す
る
継
早
飛
脚
に
つ
い

て
町
奉
行
・
島
長
門
守
祥
正
の
も
と
で
詮
議
が
進
め
ら
れ
た
。
今
回
掲
載
史
料
に
見
る

通
り
、
延
享
元
年
三
月
二
十
七
日
以
降
、
継
早
飛
脚
を
最
初
に
行
っ
た
若
狭
屋
忠
右
衛

門（
４
）と
そ
の
道
中
継
所
十
八
か
所
を
含
め
、
関
係
者
の
事
情
聴
取
が
数
度
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
て
い
る
。
事
情
聴
取
は
若
狭
屋
・
道
中
継
所
の
ほ
か
、
七
軒
仲
間
、
大
坂
の
飛

脚
組
合
・
江
源
組
合
（
江
戸
屋
組
）
の
江
戸
屋
源
右
衛
門
、
江
源
組
合
の
江
戸
相
仕
・

山
田
屋
八
左
衛
門
、
百
二
十
軒
に
及
ぶ
江
戸
の
上
下
飛
脚
屋
（
六
組
飛
脚
）
を
召
し
出

し
て
の
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
四
月
十
日
に
は
道
中
奉
行
稲
生
下
野
守
正
武
、
水

野
対
馬
守
忠
伸
立
ち
会
い
の
も
と
、
町
奉
行
・
島
長
門
守
番
所
で
聴
取
が
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
後
も
七
軒
仲
間
に
対
し
呼
び
出
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
六
月
十
九
日
に
道
中

奉
行
稲
生
下
野
守
役
所
で
申
し
渡
さ
れ
た
内
容
は
、継
早
飛
脚
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、

七
軒
仲
間
が
希
望
し
た
通
り
、
馬
早
抜
状
は
従
来
通
り
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
馬
早
抜
状
と
は
宰
領
が
馬
を
用
い
て
出
発
し
、
途
中
の
宿
で
到
着
日
限
を
見

計
ら
い
、
荷
物
か
ら
急
状
を
抜
い
て
走
り
飛
脚
に
持
た
せ
て
先
行
・
継
送
さ
せ
、
宰
領

は
後
か
ら
こ
れ
を
追
い
、
先
行
し
た
飛
脚
の
着
刻
を
改
め
つ
つ
通
行
す
る
と
い
う
折
衷

的
な
も
の
で
あ
る
。
四
月
十
日
の
審
問
に
よ
れ
ば
、
東
海
道
で
抜
状
を
行
う
場
所
は
宮
、

島
田
、
四
日
市
で
あ
る
と
い
う
。
審
問
中
に
山
田
屋
が
申
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
廿

八
日
条
、
七
頁
下
段
〜
八
頁
上
段
）、
三
日
半
限
・
四
日
限
は
馬
で
も
可
能
で
あ
る
が
、

抜
状
を
行
わ
な
け
れ
ば
勤
め
難
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
飛
脚
問
屋
は
町
方
の
商
用
通

信
の
ほ
か
諸
家
の
御
用
を
多
く
請
け
負
う
た
め
、
速
達
性
も
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
こ
の
よ
う
な
裁
許
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
若
狭
屋
の
継
早
飛

脚
は
停
止
さ
れ
、
競
争
相
手
の
七
軒
仲
間
に
と
っ
て
は
有
利
な
展
開
と
な
っ
た
。
本
史

料
に
は
事
情
聴
取
の
際
に
用
意
・
申
告
さ
れ
た
当
時
の
継
早
飛
脚
・
馬
早
飛
脚
の
所
要

時
間
と
ス
ピ
ー
ド
、
料
金
、
道
中
継
所
の
数
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
料
金
そ
の
他
に

は
解
釈
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
も
の
の（
５
）、
大
ま
か
な
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
間
、
七
軒
仲
間
で
は
継
早
飛
脚
の
禁
止
を
予
想
し
、「
四
月
朔
日
出
訴
仕
候
願
書
」
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（
八
頁
上
段
）
以
下
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
出
訴
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
七
軒
仲
間

で
は
古
来
よ
り
四
日
限
・
五
日
限
で
抜
状
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
継
飛
脚
と
は
異
な

る
こ
と
、
ま
た
、
他
業
者
に
よ
る
「
早
飛
脚
に
紛
敷
飛
脚
」
を
差
し
止
め
て
ほ
し
い
旨

の
も
の
で
あ
っ
た
。
継
早
飛
脚
禁
止
に
便
乗
し
た
他
業
者
排
斥
の
出
訴
で
あ
り
、
こ
れ

は
差
し
戻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
言
い
渡
し
に
は
七
軒
仲
間
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

感
が
あ
る
。
他
方
、「（
四
月
）
廿
三
日
七
ツ
時
」
条
（
九
頁
上
段
）
以
下
で
、
町
奉
行

所
か
ら
の
呼
び
出
し
が
あ
り
、
三
日
半
限
に
つ
い
て
複
数
の
出
状
が
重
な
っ
た
場
合
の

値
下
げ
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
。
七
軒
仲
間
で
は
、
そ
も
そ
も
三
日
半
限
は
稀
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
そ
う
し
た
例
は
な
か
っ
た
が
、
今
後
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
荷
主
と
対

談
し
て
持
ち
合
わ
せ
が
許
さ
れ
る
場
合
は
賃
銀
の
引
き
下
げ
を
行
う
旨
の
回
答
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
奉
行
所
側
の
対
応
は
、
七
軒
仲
間
が
諸
家
の
書
状
な
ど
公
用
輸
送

に
も
深
く
関
わ
る
点
に
留
意
し
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

継
早
飛
脚
停
止
の
件
に
関
し
て
は
、
新
た
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
大
坂
の
早
飛

脚
業
者
で
あ
る
柳
屋
嘉
兵
衛
も
七
月
五
日
よ
り
馬
早
飛
脚
で
下
り
、
ま
た
柳
屋
の
道
中

継
所
計
十
七
か
所
か
ら
、
抜
状
へ
の
対
処
に
つ
い
て
証
文
を
改
め
て
と
っ
て
い
る
様
子

が
見
ら
れ
る
（
一
一
頁
上
段
〜
一
一
頁
下
段
）。
こ
の
部
分
に
柳
屋
の
継
所
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
と
く
に
抜
状
に
つ
い
て
、
昼
は
一
人
、
夜
間
は
二
人
で
届
け
る
旨
の
記
載

が
注
目
さ
れ
る
。こ
の
と
き
証
文
を
改
め
る
た
め
に
出
向
い
た
六
右
衛
門
と
平
三
郎
は
、

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
柳
屋
を
立
ち
上
げ
た
人
物
で
、
六
右
衛
門
は
手
板
組
の
宰

領
、
平
三
郎
は
江
源
組
合
・
江
戸
屋
源
右
衛
門
の
宰
領
で
あ
り
、
柳
屋
の
開
業
は
、
大

坂
に
進
出
し
た
京
都
の
早
飛
脚
業
者
・
近
江
屋
喜
平
次
に
対
抗
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で

対
立
し
て
い
た
江
源
組
合
と
手
板
組
が
手
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
る（
６
）。
江
源
組
合
、

手
板
組
の
大
坂
か
ら
の
早
便
物
も
、
こ
の
柳
屋
が
取
り
ま
と
め
て
急
送
し
た
。

　

し
か
し
、
す
で
に
審
問
中
に
山
田
屋
が
危
惧
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
抜
状
は
宿
側

で
は
継
早
飛
脚
と
見
分
け
難
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
七
軒
仲
間
で
は
延
享
元

年
冬
以
来
、「
宿
継
之
様
成
早
状
箱
」
が
通
行
す
る
風
聞
が
あ
る
と
し
て
、
道
中
宿
々
に

合
印
を
置
き
区
別
を
確
実
に
す
る
願
書
を
延
享
二
年
二
月
付
で
町
奉
行
所
に
提
出
、
そ

の
後
も
四
月
二
十
三
日
に
再
度
伺
書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
道
中
奉
行
が

各
宿
問
屋
役
を
召
し
寄
せ
、
事
実
関
係
を
問
い
た
だ
す
と
と
も
に
継
早
飛
脚
禁
止
の
旨

を
改
め
て
通
達
し
た
と
こ
ろ
、
却
っ
て
宿
側
で
は
委
縮
し
て
抜
状
の
通
行
が
思
う
に
任

せ
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
七
軒
仲
間
で
は
抜
状
通
行
に
差
支
え
が
な
い
よ
う
道
中
宿
々

に
通
達
を
出
し
て
ほ
し
い
旨
、
同
年
六
月
に
願
い
出
て
い
る
。
し
か
し
史
料
に
見
ら
れ

る
通
り
、
こ
の
年
の
九
月
に
な
っ
て
、
継
早
飛
脚
を
請
け
負
う
者
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
と
し
て
、合
印
の
配
置
な
ど
の
措
置
は
認
め
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。こ
の
よ
う
に
し
て
、

こ
れ
以
後
、
道
中
で
は
継
早
飛
脚
は
禁
止
と
な
り
、
の
ち
に
は
出
発
地
の
飛
脚
屋
の
店

先
で
抜
状
を
行
う
、
実
質
的
に
は
継
早
と
変
わ
ら
な
い
「
庭
抜
」
と
い
う
抜
け
道
を
出

現
さ
せ
形
骸
化
は
す
る
も
の
の
、
長
く
法
度
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た（
７
）。

　

こ
の
ほ
か
、
日
記
記
事
中
に
見
え
る
主
な
事
項
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

〈
輸
送
事
故
〉

　

盗
難
な
ど
輸
送
事
故
に
つ
い
て
は
、
延
享
元
年
八
月
十
九
日
出
の
飛
脚
宇
兵
衛
の
伊

勢
行
荷
物
か
ら
、
計
百
十
三
両
三
分
の
金
子
が
盗
み
取
ら
れ
て
い
た
件
、
同
年
十
一
月

中
と
思
わ
れ
る
「
勘
四
郎
上
り
船
荷
」
が
鬼
怒
川
・
阿
久
津
に
お
い
て
転
覆
し
た
件
、

同
年
十
二
月
二
十
一
日
に
東
海
道
・
権
太
坂
に
お
い
て
道
抜
を
し
た
書
状
が
捨
て
置
か

れ
て
い
た
件
が
見
え
る
。
転
覆
事
故
か
ら
は
鬼
怒
川
舟
運
が
飛
脚
荷
物
の
輸
送
に
利
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
掟
書
の
制
定
ほ
か
〉

　

延
享
元
年
十
一
月
冒
頭
以
降
に
は
、「
近
年
大
坂
、
江
戸
共
物
入
多
、
徳
用
減
居
」

と
し
て
、
嶋
屋
に
お
け
る
経
費
節
減
に
関
す
る
掟
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載

か
ら
は
、
宰
領
に
添
人
を
つ
け
て
い
る
こ
と
、
江
戸
か
ら
の
上
り
の
際
に
は
下
り
に
比

し
て
添
人
を
節
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
添
人
に
つ
い
て
は
四
月
八
日

条
に
、
早
継
に
つ
い
て
「
夜
添
人
賃
呉
候
様
願
」
が
あ
り
相
談
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
見

え
、道
中
の
危
難
に
備
え
る
た
め
こ
の
頃
始
め
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い（
８
）。ま
た
、

詳
細
は
不
明
だ
が
、
大
黒
講
と
い
う
掛
け
金
積
み
立
て
の
講
が
あ
る
こ
と
、
戸
棚
番
と

い
う
役
目
が
あ
り
配
分
金
を
管
理
し
、
こ
れ
は
手
板
組
と
は
別
会
計
に
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
で
の
使
い
込
み
の
よ
う
な
「
心
得
違
」
が
発
生
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
そ
の
他
、

宰
領
の
借
金
に
関
す
る
規
定
な
ど
の
記
載
が
あ
る（
９
）。
ま
た
、「
近
年
家
風
猥
二
相
成
」

と
し
て
、
当
時
支
配
人
を
勤
め
た
久
兵
衛
に
「
勤
方
急
度
相
改
候
様
申
付
」
け
、
さ
ら

に
手
代
宗
助
に
は
「
不
勤
」
で
あ
る
と
し
て
暇
が
出
さ
れ
て
い
る（
10
）。

〈
他
の
飛
脚
問
屋
と
の
関
係
〉

　

延
享
二
年
十
月
付
で
、
京
都
・
越
後
屋
喜
右
衛
門
か
ら
奥
州
・
上
州
行
の
金
子
輸
送
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を
京
都
の
飛
脚
問
屋
・
大
黒
屋
庄
次
郎
が
請
け
負
う
に
際
し
、
同
じ
く
京
都
の
飛
脚
問

屋
・
奈
良
物
屋
三
右
衛
門
が
証
人
と
な
り
、
江
戸
よ
り
先
に
つ
い
て
は
手
板
組
が
証
人

と
な
る
旨
の
奈
良
物
屋
宛
一
札
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
か
ら
奥
州
・
上
州
方
面
は
、

嶋
屋
が
輸
送
を
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
江
戸
の
上
州
煙
草

問
屋
の
書
上
が
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
江
戸
の
飛
脚
問
屋
・
山
田
屋
八
左
衛
門
に
関
す
る
記
述
が
各
所
に
見
ら

れ
る
。
本
日
記
第
一
分
冊
で
み
た
大
坂
屋
茂
兵
衛
の
営
業
停
止
後
、
山
田
屋
は
大
坂
屋

に
代
わ
り
、
大
坂
の
飛
脚
組
合
・
江
源
組
合
の
江
戸
相
仕
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
前
号

の
解
題
に
記
し
た
よ
う
に
、
古
く
は
江
戸
の
飛
脚
問
屋
仲
間
に
属
し
て
い
た
も
の
の
、

そ
の
後
除
外
さ
れ
、
こ
の
時
代
に
は
七
軒
仲
間
へ
の
再
加
入
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
本
史
料
中
、
延
享
元
年
三
月
二
十
八
日
の
嶋
長
門
守
役
所
で
の
審
問
に
も
み

ら
れ
る
と
お
り
、山
田
屋
で
は
若
狭
屋
忠
右
衛
門
に
早
飛
脚
を
下
請
け
に
出
し
て
い
た
。

こ
れ
は
山
田
屋
が
七
軒
仲
間
の
共
同
早
物
会
所
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る

（
前
号
二
十
五
頁
参
照
）。
本
史
料
で
は
そ
の
後
の
動
向
と
し
て
、
山
田
屋
が
三
日
半

限
の
直
仕
立
を
行
っ
た
旨
の
情
報
を
嶋
屋
が
入
手
し
て
い
る
様
子
を
、
延
享
元
年
の
九

月
十
日
・
十
六
日
条
、
延
享
二
年
九
月
二
十
四
日
夕
条
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者

は
七
軒
仲
間
の
山
城
屋
宗
左
衛
門
が
下
請
け
に
出
し
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

仲
間
の
早
物
会
所
を
利
用
し
な
い
点
で
山
城
屋
の
規
約
違
反
に
当
た
る
。
し
か
し
、
延

享
元
年
十
一
月
十
九
日
の
記
載
に
は
、
大
坂
へ
の
三
日
半
仕
立
（
火
事
情
報
を
伝
え
た

も
の
と
思
わ
れ
る
）
を
嶋
屋
が
山
田
屋
の
持
合
で
行
っ
た
旨
の
記
載
も
見
ら
れ
る
。
前

述
の
同
年
十
二
月
二
十
一
日
の
抜
状
の
輸
送
事
故
の
際
に
も
嶋
屋
か
ら
山
田
屋
に
通
報

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
山
田
屋
が
江
源
組
合
の
江
戸
相
仕
で
あ
っ
た
た
め
と
考

え
れ
ば
、
大
坂
・
柳
屋
の
早
便
の
事
故
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
山
田
屋
の
微
妙
な
立
ち
位
置
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

〈
川
支
・
馬
支
〉

　

延
享
元
年
五
月
八
日
条
に
は
、
近
年
道
中
筋
で
馬
支
の
た
め
延
着
が
生
じ
て
い
る
旨

の
断
り
を
、
大
伝
馬
町
太
物
問
屋
に
口
頭
で
伝
え
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。
延
享
二
年
は

四
月
中
旬
か
ら
五
月
末
ま
で
諸
国
で
大
雨
が
降
り
続
き
、
大
井
川
、
安
倍
川
、
富
士
川

な
ど
の
川
支
に
よ
り
、
京
都
・
江
戸
間
で
五
十
六
日
、
上
り
も
江
戸
・
大
坂
間
で

三
十
四
日
な
ど
、
飛
脚
の
大
幅
な
延
着
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
五
月
十
八
日
に
は

嶋
屋
か
ら
太
物
問
屋
行
事
宛
に
早
便
以
外
の
飛
脚
便
の
運
休
通
知
を
出
し
、
さ
ら
に
同

月
二
十
一
日
に
も
運
休
通
知
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
宛
先
は
太
物
問
屋
の
ほ
か
、

茶
店
、
酒
問
屋
、
紙
店
な
ど
で
、
計
九
通
の
断
書
き
が
出
さ
れ
て
い
る
。

〈
賃
銀
値
下
げ
要
請
〉

　

延
享
二
年
九
月
二
十
四
日
、
大
伝
馬
町
太
物
問
屋
行
事
寄
合
に
嶋
屋
、
和
泉
屋
が
呼

ば
れ
、
延
着
を
理
由
と
し
た
飛
脚
賃
銀
値
下
げ
の
要
請
を
受
け
て
い
る
。
嶋
屋
と
和
泉

屋
で
は
協
議
を
行
い
、
下
り
状
に
つ
い
て
嶋
屋
は
大
坂
の
早
飛
脚
業
者
柳
屋
、
和
泉
屋

は
京
都
の
早
飛
脚
業
者
に
持
た
せ
て
下
ら
せ
る
旨
を
取
極
め
、
早
着
に
努
力
す
る
旨
の

回
答
を
行
っ
て
、
値
下
げ
要
求
の
猶
予
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
延
着
の
改
善
と

賃
銀
値
下
げ
の
要
請
は
、
同
年
十
月
一
日
に
十
組
問
屋
仲
間
大
行
事
か
ら
も
和
泉
屋
に

対
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

〈
大
坂
城
番
関
係
〉

　

大
坂
城
大
番
頭
・
番
衆
の
交
代
に
伴
う
、
い
わ
ゆ
る
三
度
飛
脚
の
契
約
更
改
の
際
の

延
享
二
年
十
月
付
証
文
の
記
載
が
あ
る
。
大
坂
城
在
番
武
士
は
毎
年
交
代
し
、
江
戸
と

の
連
絡
を
行
う
た
め
、
飛
脚
業
者
と
の
間
で
そ
の
都
度
こ
う
し
た
契
約
の
更
新
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
よ
り
前
、「
丑
九
月
八
日
」
条
に
続
く
記
載
で
は
、
大
坂
の
尾
張
屋
宗
右

衛
門
、
江
戸
の
山
城
屋
宗
左
衛
門
が
こ
の
年
の
輸
送
を
請
負
い
、
大
坂
か
ら
は
柳
屋
嘉

兵
衛
が
下
請
け
と
し
て
差
し
立
て
、
江
戸
で
は
嶋
屋
、
山
城
屋
、
山
田
屋
が
こ
れ
を
受

け
て
、
上
り
は
こ
の
三
軒
が
順
番
で
差
し
立
て
る
と
し
て
い
る
。
同
年
七
月
一
日
に
島

津
山
城
守
久
芬
が
大
番
頭
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
十
月
付
の
証
文
に
は
「
島
津
山
城
守

様
賃
銀
附
」
と
し
て
飛
脚
賃
銀
の
書
上
げ
が
あ
る
。

〈
大
名
家
等
と
の
関
係
〉

　
「
延
享
元
年
五
月
朔
日
御
役
替
」
と
し
て
、
酒
井
雅
楽
頭
（
忠
恭
・
前
橋
藩
主
・
西

丸
老
中
上
座
）、
堀
田
相
模
守
（
正
亮
・
山
形
藩
主
・
大
坂
城
代
）
が
記
載
さ
れ
、
嶋

屋
で
は
和
泉
屋
、
十
七
屋
と
と
も
に
堀
田
家
へ
の
出
入
り
を
願
い
出
て
い
る
。
ま
た
、

延
享
二
年
十
一
月
十
四
日
の
日
付
の
あ
る
記
載
に
、
本
多
紀
伊
守
（
正
珍
・
田
中
藩
主
、

奏
者
番
・
寺
社
奉
行
兼
担
）
役
人
宛
に
出
さ
れ
た
手
板
組
飛
脚
宰
領
の
名
前
書
上
、
大

坂
城
代
交
代
に
伴
う
阿
部
伊
勢
守
（
正
福
・
備
後
福
山
藩
主
）
役
人
書
上
が
あ
る
。
そ

の
ほ
か
、
延
享
元
年
十
一
月
二
十
九
日
に
は
、
酒
井
修
理
太
夫
（
忠
用
・
小
浜
藩
主
）

家
よ
り
火
事
見
舞
の
礼
と
し
て
、
相
客
四
十
余
人
と
と
も
に
饗
応
を
受
け
て
い
る
。
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〈
火
事
そ
の
他
の
情
報
〉

　

火
事
に
つ
い
て
は
、
延
享
元
年
四
月
十
日
（
深
川
六
間
堀
・
八
名
川
町
）、
九
月

十
七
日
（
大
坂
・
高
麗
橋
・
ボ
ヤ
程
度
の
火
災
）、
十
一
月
十
九
日
（
八
丁
堀
・
日
比

谷
町
・
幸
町
ほ
か
大
規
模
な
延
焼
）、
十
二
月
十
五
日
、（
豆
州
三
島
お
よ
び
尾
州
枇
杷

島
）
の
記
載
が
あ
る
。
遠
隔
地
で
も
こ
う
し
た
情
報
は
飛
脚
が
最
も
早
く
伝
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
得
意
先
が
火
事
に
見
舞
わ
れ
れ
ば
遠
方
の
場
合
は
見
舞
状
を
出
し
、
江
戸

で
あ
れ
ば
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、
ま
た
食
事
な
ど
の
見
舞
い
の
品
を
届
け
て
い
る
さ
ま

が
見
ら
れ
る
。
火
事
で
は
な
い
が
、
延
享
元
年
の
三
月
二
十
九
日
、
四
月
五
日
条
に
は

得
意
先
の
人
物
の
死
去
の
情
報
が
記
載
さ
れ
、
四
月
五
日
に
は
喜
右
衛
門
が
弔
問
に
訪

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
三
月
二
十
九
日
の
「
新
ほ
り
津
国
屋
喜
右
衛
門
」
は
同
名
の
人

物
が
手
板
組
に
も
存
在
す
る
が
、
死
去
し
た
の
は
茅
場
町
組
に
属
す
る
下
り
酒
問
屋
の

主
人
で
あ
ろ
う（
11
）。

〈
住
吉
講
関
係
〉

　

延
享
元
年
十
一
月
二
十
九
日
、
延
享
二
年
六
月
十
二
日
ほ
か
に
記
載
が
見
ら
れ
る
。

十
一
月
二
十
九
日
条
に
は
十
二
月
四
日
に
「
住
吉
講
之
中
よ
り
年
忘
に
押
か
け
」
と
あ

る
の
で
忘
年
会
の
接
待
で
あ
る
。
延
享
二
年
六
月
十
二
日
の
住
吉
講
参
会
で
は
、
嶋
屋

の
河
内
屋
喜
右
衛
門
（
武
田
氏
）
が
料
理
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
顧
客
た
ち
を
喜
ば
せ

て
い
る
。
延
享
元
年
三
月
二
十
四
日
条
の
詳
細
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
参
加
者
の

中
に
は
雑
喉
屋
弥
右
衛
門
・
津
国
屋
新
兵
衛
な
ど
住
吉
講
メ
ン
バ
ー
が
見
ら
れ
る（
12
）。

ま
た
、
延
享
元
年
十
一
月
十
八
日
条
に
は
、
江
戸
米
屋
仲
間
（
米
仲
買
）
が
買
米
を
免

除
さ
れ
た
際
、
嶋
屋
が
住
吉
講
中
な
ど
か
ら
仕
立
便
を
請
け
負
っ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。

 

（「
駅
逓
志
料
」
を
読
む
会　

事
務
局　

物
流
博
物
館　

玉
井
幹
司
記
）

（
１
）　 

今
回
掲
載
部
分
と
『
東
京
市
史
稿
』
の
重
複
す
る
部
分
は
以
下
の
通
り
。「
継
早
飛
脚
差

止
方
出
願
」（
産
業
編
第
一
六
、四
五
八
〜
四
六
三
頁
）、「
飛
脚
三
日
半
仕
立
問
合
回
答
」

（
同
、
四
六
五
〜
四
六
七
頁
）、「
継
早
飛
脚
停
止
令
」（
同
、
五
〇
三
〜
五
〇
四
頁
）、「
馬

早
継
飛
脚
抜
物
請
負
者
証
文
取
極
」（
同
、
五
一
七
〜
五
一
九
頁
）、「
米
仲
買
人
買
置
米

免
除
」（
同
、
六
七
七
頁
）、「
飛
脚
屋
費
用
増
加
ニ
付
申
合
掟
書
」（
同
、
七
〇
一
〜

七
〇
三
頁
）、「
米
屋
組
合
及
米
吟
味
所
設
置
」（
同
、
七
一
四
頁
）、「
馬
早
飛
脚
抜
状
ニ

付
出
願
」（
同
、七
七
四
頁
）、「
飛
脚
延
着
諸
問
屋
ニ
通
告
」（
同
、七
九
五
〜
七
九
六
頁
）、

「
大
坂
御
状
箱
飛
脚
屋
請
負
決
定
」（
同
、
八
二
七
頁
）、「
継
飛
脚
取
締
不
採
用
」（
同
、

八
三
二
〜
八
三
五
頁
）、「
飛
脚
屋
延
着
陳
弁
」（
同
、
八
四
九
〜
八
五
〇
頁
）、「
飛
脚
屋

下
リ
金
請
負
証
人
ニ
証
文
提
出
」（
同
、
八
五
六
〜
八
五
八
頁
）、「
江
戸
大
坂
城
内
三
度

飛
脚
請
負
証
文
提
出
」（
八
五
八
〜
八
六
二
頁
）。
こ
れ
ら
は
史
料
中
に
散
在
す
る
関
係

個
所
に
つ
い
て
同
内
容
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
東
京
市
史
稿
』
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
個
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
一
ツ
書

き
の
数
字
は
省
略
。カ
ッ
コ
内
は
史
料
掲
載
ペ
ー
ジ
・
段
）。冒
頭
〜「
三
月
廿
四
日
」条（
六
二

頁
上
段
）、「
三
月
廿
九
日
、
新
ほ
り
」
条
（
六
三
頁
下
段
）
〜
「
七
日
夕
、
中
間
廻
状
参
」

条
（
六
四
頁
上
段
）、「
十
日
、
酒
屋
行
司
へ
」
条
〜
「
十
日
朝
六
ツ
時
」
条
（
い
ず
れ
も

六
四
頁
上
段
）、「
廿
八
日
、
御
せ
ん
き
場
ニ
而
御
伺
」
条
（
六
五
頁
上
段
）
〜
「
五
月
八
日
、

大
伝
（
馬
）
町
」
条
（
六
五
頁
上
段
〜
六
五
頁
下
段
）、「
子
八
月
十
九
日
出
飛
脚
宇
兵
衛
」

条
（
六
六
頁
下
段
）
〜
「
右
之
通
申
来
候
」
条
（
六
七
頁
下
段
）、「
近
年
家
風
猥
ニ
相
成
」

条
〜
「
勘
四
郎
上
り
船
荷
」
条
（
い
ず
れ
も
六
八
頁
下
段
）、「
同
十
九
日
、
七
ツ
時
よ
り
」

条
（
六
八
頁
下
段
）
〜
「
十
二
月
四
日
夕
」
条
（
六
九
頁
上
段
）、「
去
ル
八
月
十
九
日
」

条
（
六
九
頁
上
段
）
〜
「
廿
二
日
八
ツ
時
」
条
（
七
〇
頁
上
段
）、「
三
月
廿
八
日
」
条
〜
「
右

同
日
」
条
（
い
ず
れ
も
七
〇
頁
下
段
）、「
大
川
支
覚
」
条
（
七
一
頁
上
段
）
〜
「
右
之
通

丑
五
月
十
八
日
」条（
七
一
頁
下
段
）、「
延
享
二
乙
丑
年
道
中
大
水
」（
抹
消
部
分
）条（
七
一

頁
下
段
）
〜
「
六
月
十
二
日
」
条
（
七
二
頁
上
段
）、「
糸
荷
四
固
」
条
（
七
二
頁
下
段
）

〜
「
明
後
十
日
九
ツ
時
」
条
（
七
二
頁
下
段
〜
七
三
頁
上
段
）、「
乍
憚
口
上
書
ヲ
以
御
断

申
上
候
」条（
抹
消
部
分
）（
七
三
頁
下
段
）、「
九
月
廿
四
日
夕
」条
〜「
十
月
十
一
日
ニ
書
」

（
い
ず
れ
も
七
四
頁
上
段
）。

（
２
）　 

本
史
料
に
は
七
月
に
道
中
奉
行
よ
り
出
さ
れ
た
東
海
道
各
宿
宛
の
廻
状
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、「
定
飛
脚
発
端
旧
記
」
に
は
こ
の
申
し
渡
し
が
六
月
十
九
日
で
あ
っ
た
こ
と
が

見
え
る
。
児
玉
幸
多
編
『
近
世
交
通
史
料
集
』
七
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
（
以
下
、

『
史
料
集
』
と
略
す
）、
四
八
三
頁
。

（
３
）　
『
六
組
飛
脚
屋
旧
記
』（『
史
料
集
』、
六
十
三
〜
八
十
八
頁
）。

（
４
）　 

若
狭
屋
忠
右
衛
門
は
本
史
料
掲
載
の
道
中
奉
行
触
書
に
は
「
江
戸
新
橋
森
山
町
弥
兵
衛

店
若
狭
屋
忠
右
衛
門
」
と
あ
り
、
延
享
元
年
と
さ
れ
る
六
組
飛
脚
の
史
料
中
、
芝
口
組

に
名
前
が
見
え
る
（「
六
組
飛
脚
屋
旧
記　

乾
」、『
史
料
集
』、
八
十
七
頁
）。
こ
の
若
狭

屋
の
継
早
飛
脚
に
つ
い
て
、
宇
野
脩
平
氏
は
馬
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
が
（
宇
野
脩

平
「
十
八
世
紀
な
か
ご
ろ
の
飛
脚
業
」、『
比
較
文
化
』
第
八
号
、
東
京
女
子
大
学
比
較

文
化
研
究
所
、
一
九
六
二
年
、
お
よ
び
日
本
通
運
㈱
『
社
史
』、
一
九
六
二
年
、
五
十
一
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頁
）、「
抜
状
」
と
紛
ら
わ
し
い
こ
と
が
史
料
中
に
も
再
三
出
て
お
り
、
走
り
飛
脚
に
よ

る
も
の
と
考
え
た
い
。

（
５
）　 
本
史
料
六
二
頁
上
段
〜
六
三
頁
上
段
に
か
け
て
、
二
か
所
に
日
数
・
金
額
等
の
書
き
上

げ
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
出
は
事
情
聴
取
に
備
え
嶋
屋
な
い
し
は
七
軒
仲
間
で
用
意
し

た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
後
出
は
文
面
か
ら
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
宇
野

脩
平
氏
は
お
そ
ら
く
数
字
の
違
い
か
ら
若
狭
屋
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
（
註

４
前
掲
宇
野
論
文
、
お
よ
び
日
本
通
運
㈱
『
社
史
』、
五
十
七
頁
）。
し
か
し
、
後
出
で

は
継
所
の
数
を
「
古　

十
九
継
、
新　

二
十
一
継
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
史
料
中

に
は
「
若
忠
走
り
継
所
十
八
ヶ
所
」（
六
二
頁
上
段
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
道
中
奉
行
の
触

書
（
六
五
頁
下
段
）
で
も
同
数
で
あ
り
、
継
所
の
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
七
軒
仲

間
の
飛
脚
料
金
も
、
前
出
の
も
の
と
（
四
月
）
廿
三
日
条
（
六
四
頁
上
段
〜
下
段
）
に

見
え
る
金
額
（
三
日
半
で
九
両
二
分
）
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
飛
脚
料
金
に
つ
い
て
は
、

と
く
に
早
便
は
顧
客
に
よ
り
差
異
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
奉
行
所
の
審
問
に

際
し
て
は
三
日
半
に
つ
い
て
高
め
の
金
額
を
申
し
述
べ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
後
出
の
「
三
日
半
」
の
金
額
は
、
原
文
書
で
は
「
八
九
両
」
と
し
た
部
分
の
「
八
」

の
下
に
小
さ
く
「
二
ゟ
」
と
書
き
加
え
て
お
り
、
書
き
違
え
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
文
脈
か
ら
い
っ
て
も
後
出
の
数
字
は
七
軒
仲
間
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
。

（
６
）　 「
島
屋
佐
右
衛
門
家
声
録
」（
以
下
、「
家
声
録
」と
省
略
）、『
史
料
集
』、十
五
〜
十
七
頁
。

註
４
前
掲
宇
野
脩
平
論
文
。

（
７
）　 

後
に
な
る
と
、
庭
抜
は
銘
々
の
店
よ
り
持
ち
出
し
、
本
来
は
あ
と
か
ら
宿
々
を
取
り
調

べ
つ
つ
通
行
す
る
は
ず
の
宰
領
の
名
前
も
勝
手
次
第
に
抱
宰
領
の
名
前
を
記
す
の
で
、

当
の
宰
領
は
遠
国
に
い
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。「
定
飛
脚
問
屋
願
済
一

件
」、『
史
料
集
』、
五
〇
四
〜
五
〇
五
頁
。

（
８
）　 

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
盗
難
事
件
の
記
録
に
添
人
が
出
て
お
り
、
こ
の
頃
に
も
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
家
声
録
」、『
史
料
集
』、
三
十
八
頁
。

（
９
）　 

こ
の
延
享
元
年
十
一
月
の
「
覚
」
の
差
出
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、
手
板
組
を
構

成
す
る
当
時
の
八
家
で
あ
る
。
藤
村
潤
一
郎
「
島
屋
佐
右
衛
門
家
声
録
に
つ
い
て
」、『
交

通
史
研
究
』
第
一
四
号
、
一
九
八
五
年
。

（
10
）　

久
兵
衛
に
つ
い
て
は
「
家
声
録
」、『
史
料
集
』、
十
一
頁
。

（
11
）　

柚
木
学
『
近
世
灘
酒
経
済
史
』、
一
九
六
五
年
、
二
五
五
頁
。

（
12
）　 

住
吉
講
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
本
日
記
の
第
二
分
冊
に
記
載
が
あ
る
。『
郵
政
博
物
館

研
究
紀
要
』
第
六
号
、
五
三
〜
五
四
頁
。
な
お
、
史
料
中
に
み
え
る
「
中
河
様
」
も
住

吉
講
の
構
成
員
の
中
河
仁
兵
衛
で
あ
ろ
う
か
。

凡
　
　
例

　

史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
文
書
に
忠
実
に
活
字
化
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た

が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
次
の
よ
う
な
処
理
を
し
た
。

　

イ　

 

異
体
字
を
含
め
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
適
用
し
た
。
常
用
漢
字
に
な

い
も
の
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
な
お
、
貫
を
意
味
す
る
〆
は
貫
と
表
記
し
た
。

　

ロ　

 

明
ら
か
な
誤
字
は
、
初
出
の
み
本
文
中
の
（　

）
内
に
正
字
を
示
し
、
ま
た
は

右
傍
に
（
マ
マ
）
と
し
た
。

　

ハ　

脱
字
は
本
文
中
に
（　

）
ま
た
は
（
□
□
脱
カ
）
で
示
し
た
。

　

ニ　

 

変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
助
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
る
江
（
へ
）、
茂
（
も
）、
与
（
と
）、
而
（
て
）、
者
（
は
）、
之
（
の
）、

ハ
（
は
）、
ニ
（
に
）、
ニ
而
（
に
て
）
は
残
し
た
。

　

ホ　

合
字
（
よ
り
、
等
）
は
普
通
字
体
に
改
め
た
。

　

ヘ　

踊
り
字
は
、
漢
字
は
「
々
」、
仮
名
は
「
ゝ
」「
ヽ
」「
く
」
と
し
た
。

　

ト　

最
小
限
の
並
列
点
（
・
）
や
読
点
（
、）
を
付
し
た
。
清
濁
は
原
本
の
ま
ま
と
し
、

　
　
　

ふ
り
仮
名
に
つ
い
て
は
煩
瑣
な
も
の
は
省
略
し
た
。

　

チ　

割
書
き
に
つ
い
て
は
煩
瑣
な
も
の
は
一
行
に
改
め
た
。

　

リ　

 

虫
損
・
汚
損
等
で
判
読
出
来
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
、
字
数
の
判
る
も
の
は
□

□
で
示
し
、
字
数
の
わ
か
ら
な
い
も
の
は

を
採
用
し
た
。

　

ヌ　

重
複
し
た
文
字
、
文
章
に
は
右
傍
に
（
衍
）
と
示
し
た
。

　

ル　

貼
紙
、
異
筆
等
は
「　

」
で
示
し
、（　

）
内
に
そ
の
旨
を
示
し
た
。

　

ヲ　

闕
字
は
一
字
明
け
、
平
出
は
改
行
し
た
。

　

ワ　

引
用
の
書
簡
・
証
文
等
の
前
後
に
一
行
挿
入
し
た
。

　

カ　

編
者
の
加
え
た
注
は
（　

）
で
示
し
た
。
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（
表
題
）

　
　
　

「
甲　

延　

享　

元　

歳

　
　
　
　
　
　
　

日　

記　

四
番

　
　
　
　

子　

三　

月　

吉　

日
」

　
　

不
思
用
事
・
覚
書
・
珍
事
等
無
遺
失
書
記
可
置
事

　
　
　

三
月
廿
五
日
よ
り
以
後

　
　

万
事
無
怠
記
置
可
申
事

　
　

三
月
廿
五
日
、
樽
屋
へ
之
書
付
ハ
前
帳
ニ
留
置
申
候

一　

 

三
月
廿
四
日
、
上
嶋
太
兵
衛
様
も
て
な
し
之
為
、
宇
左
衛
門
十
（
住
）
居
へ
請
超

（
招
請
カ
）
申
候
、
相
伴
商
屋
様
、
中
河
様
・
矢
田
内
六
・
雜
吸
（
喉
）
屋
弥
右

衛
門
様
・
津
国
屋
新
兵
へ
様
・
福
山
清
三
様
・
さ
こ
弥
御
客
木
綿
屋
孫
右
衛
門
様
、

其
外
さ
こ
弥
客
四
五
人
、
小
久
様
・
加
嶋
次
郎
兵
へ
様
・
残（

マ
マ
）敷
三
軒
、
右
御
挨
拶

ニ
五
郎
右
衛
門
・
喜
右
衛
門
参
申
候

一　

 

若
忠
走
り
継
所
十
八
ケ
所
御
召
ニ
而
、
其
外
江
戸
屋
源
右
衛
門
殿
ニ
も
御
召
故
、

廿
三
日
江
戸
着
被
致
、
廿
四
日
夕
、
五
郎
右
衛
門
見
廻
り

（
マ
マ
）ニ
参
申
候

一　

廿
五
日
、
惣
道
中
継
所
御
召
ニ
而
（
以
下
記
載
な
し
）

一　

同
日
、
江
戸
中
上
中

（
マ
マ
）飛
脚
之
向
不
残
書
付
可
出
由
、
町
々
御
触
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　

直
段
付
内
控
覚
書

一　

三
日
半　
　
　
　

継　

金
四
両　

馬　

金
七
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　

但
走
り
一
時
ニ
、
三
り
半

一　

四
日
切　
　
　
　

継　

金
三
両
壱
分　

馬　

金
六
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　

但
走
り
一
時
ニ
、
三
里

一　

五
日
切　
　
　
　

継　

金
弐
両
三
分　
（
馬
） 

金
五
両
壱
分

　
　
　
　
　
　
　

但
走
り
一
時
弐
り
半

　

右
御
尋
も
可
有
歟
と
拵
置
者
也

一　

廿
六
日
、（
以
下
記
載
な
し
）

一　

 

廿
七
日
、
道
中
奉
行
所
へ
継
所
不
残
被
召
出
候
、
様
子
未
考
、
同
日
名
主
よ
り
呼

参
候
、
久
兵
衛
参
候
、
明
日
長
門
守
様
へ
御
召
被
遊
候
趣
也
、
右
直
段
書
付
も
先

用
意
ニ
控
置
申
候

一　

三
月
廿
八
日
、
町
奉
行
処
へ
御
召
被
為
遊
（
以
下
記
載
な
し
）

　

馬
早
継
（
以
上
三
字
右
横
線
あ
り
）
飛
脚
渡
方
請
合
方
（
以
上
三
字
右
横
線
あ
り
）

一　

廿
八
日
、
嶋
長
門
守
様
へ
御
召　

継
所
不
残　

七
軒
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
狭
屋
忠
右
衛
門
・
江
戸
屋
源
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
屋
八
左
衛
門　
　

次
右
衛
門
・
善
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加

（
兵
衛
ヵ
）

右
人
数
御
召
被
遊
、
七
軒
の
者
ニ
ハ
継
早
・
馬
早
直
段
等
御
尋
被
遊
、
其
上
、
継

飛
脚
相
や
ミ
候
而
も
差
構
ハ
無
之
哉
と
の
御
尋
、
只
今
ニ
而
ハ
宇
田
川
町
以
来
馬

早
計
ニ
仕
、
相
詰
罷
有
候
、
口
書
御
取
被
遊
候
、
山
八
方
へ
ハ
若
忠
方
早
請
負
届

方
、
何
年
以
前
よ
り
致
遣
候
哉
、
是
又
徳
用
御
座
有
事
哉
と
御
尋
被
遊
候
、
治
右

衛
門
・
加
兵
衛
と
ハ
、
江
源
方
ハ
飛
脚
問
屋
之
義
故
、
諸
方
之
請
方
何
ニ
不
依
御

請
負
申
候
、
其
上
若
忠
前
度
よ
り
倉
持
仕
罷
有
、
六
年
以
前
よ
り
頼
申
ニ
付
、
大

坂
届
方
等
致
遣
候
と
申
上
候
、
然
ラ
ハ
同
商
売
致
候
と
も
徳
用
な
く

（
マ
マ
）事
ニ
相
勤
候

義
、
い
か
ゝ
と
御
尋
、
夫
ハ
届
□

（
虫
損
）（
方
ヵ
）
先
よ
り
御
返
事
等
出
候
ハ
、
夫
を
徳

分
ニ
致
申
と
申
上
候
、
大
坂
よ
り
早
ハ
直
々
出
ス
歟
と
御
尋
、
柳
屋
加
兵
衛
と
申

下
請
人
へ
相
渡
、
加
兵
衛
方
よ
り
差
立
申
御
儀
ニ
候
、
即
三
日
半
八
両
、
四
日
六

両
と
申
上
候

若
忠
・
継
所
両
所
之
御
尋
ハ
、
余
人
御
入
ニ
不
被
成
訳
不
分
明
、
夕
方
・
夜
入
御

せ
ん
き
場
ニ
而
御
尋
も
同
前
ニ
御
座
候
、
三
日
半
・
四
日
、
馬
ニ
而
も
勤
申
哉
と

御
尋
、
差
出
候
時
ハ
馬
、
道
よ
り
飛
脚
差
略
致
、
荷
物
作
方
、
道
よ
り
貫
（
抜
）

状
ニ
致
、　

継
送
り
申
候
而
相
勤
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
半　
　

八
・
二
よ
り
九
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
日　

馬　

六
両
一
分
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古　

十
九
継　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
半
ハ
差
別
な
し

　
　

大
坂
へ
継　

新　

廿
一
継　

と
申
上
候　
　
　
　

継　

四
日　
　

三
両
一
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
之
貫
状
事
、
山
田
屋
加
兵
衛
申
上
候
ハ
、
右
馬
ニ
而
も
相
勤
候
得
共
、
道
よ
り

貫
遣
不
申
候
而
ハ
相
勤
か
ね
申
候
、
右
継
早
御
差
留
被
遊
候
而
ハ
、
右
貫
状
と
継

と
同
所
故
、
道
中
之
者
憚
ニ
存
、
継
送
り
申
ぬ
様
ニ
相
成
候
而
ハ
、
馬
早
勤
兼
申

由
申
上
候
、
此
一
件
別
ニ
書
付
御
座
候
、
戸
棚
ニ
入
有
之
候

廿
八
日
八
ツ
時
、
浜
町
山
崎
屋
左
隣
表
家
一
軒
や
け
早
速
火
留
り
申
候

廿
九
日
七
会
所
ニ
而
寄
合
仕
、
馬
早
・
継
早
之
義
出
訴
之
事

　

四
月
朔
日
出
訴
仕
候
願
書　

乍
恐
以
書
付
御
訴
詔
申
上
候

一　

 

飛
脚
屋
七
人
之
者
共
申
上
候
、
私
共
御
請
負
仕
候
早
飛
脚
之
義
、
古
来
よ
り
馬
飛

脚
ニ
而
、
四
日
切
・
五
日
切
共
ニ
差
出
シ
来
り
申
候
、
然
処
近
年
道
中
筋
ニ
継
所

相
定
メ
置
、
外
々
よ
り
早
飛
脚
荷
物
宿
継
ニ
仕
差
出
申
候
、
然
共
私
共
義
ハ
御
大

切
之
御
用
筋
、
道
中
宰
領
な
し
ニ
夜
通
仕
候
義
、
用
心
向
共
ニ
無
覚
速
（
束
）
奉

存
候
、
其
上
古
来
よ
り
不
仕
新
法
之
義
ニ
御
座
候
故
、
旁
恐
入
、
継
飛
脚
之
義
、

私
共
義
ハ
一
同
不
仕
候
、
依
之
大
坂
屋
茂
兵
衛
と
永
々
及
争
論
候
得
共
、
御
差
留

メ
も
無
御
座
候
付
、
茂
兵
衛
始
外
々
よ
り
も
継
早
飛
脚
差
出
し
申
候
故
、
私
共
家

業
段
々
減
少
仕
、
難
儀
至
極
仕
候
ニ
付
、
右
申
上
候
通
、
継
早
飛
脚
之
儀
不
宜
儀

と
ハ
奉
存
候
得
共
、
無
是
悲
（
非
）
私
共
義
も
去
十
月
迄
ハ
継
飛
脚
ニ
而
相
勤
罷

有
候
処
、
去
閏
四
月
、
早
飛
脚
荷
物
う
ば
い
被
取
、
其
上
道
中
ニ
而
も
右
之
類
御

座
候
付
、
弥
以
御
大
切
之
義
無
心
元
奉
存
候
、
去
十
月
廿
二
日
よ
り
私
共
義
ハ
継

早
飛
脚
相
止
メ
、
古
来
よ
り
仕
来
り
候
通
り
、
馬
飛
脚
ニ
而
当
時
相
勤
罷
有
候
、

尤
馬
飛
脚
ニ
而
相
勤
申
候
賃
銀
、
継
飛
脚
と
ハ
高
直
ニ
罷
成
候
様
ニ
相
見
へ
申
候

得
共
、
馬
飛
脚
之
義
ハ
継
飛
脚
よ
り
荷
物
貫
目
余
慶
付
さ
せ
申
候
ニ
付
、
賃
銀
相

増
シ
候
筋
ニ
ハ
不
罷
成
候
、
勿
論
御
屋
敷
様
方
・
町
方
共
ニ
請
合
候
賃
銀
、
馬
飛

脚
ニ
仕
候
而
も
直
段
相
増
シ
候
義
少
も
不
仕
候
、
且
継
飛
脚
相
止
メ
申
迄
、
少
茂

差
支
ニ
罷
成
候
義
無
御
座
候

一　

 

古
来
よ
り
四
日
切
・
五
日
切
馬
飛
脚
、
若
道
中
筋
ニ
而
相
滞
、
日
限
定
之
通
届
兼

候
節
者
、
道
中
之
内
ニ
而
前
々
よ
り
勤
来
候
慥
成
者
を
相
雇
、
随
分
差
急
せ
候
、

先
達
而
差
遣
し
刻
限
間
を
合
せ
申
候
、
才
領
之
者
ハ
跡
を
し
た
ひ
吟
味
仕
、
罷
通

り
候
義
ニ
御
座
候
、
尤
継
飛
脚
ニ
紛
敷
様
ニ
御
座
候
得
共
、
継
飛
脚
之
義
ハ
才
領

な
し
ニ
夜
通
し
仕
り
□

（
虫
損
）（
候
ヵ
）、
馬
飛
脚
之
義
ハ
、
才
領
之
者
段
々
跡
を
相
し

ら
べ
吟
味
仕
罷
通
り
候
故
、
継
飛
脚
ニ
紛
敷
義
少
も
無
御
座
候

一　

 

私
共
儀
ハ
古
来
よ
り
数
代
三
度
飛
脚
并
早
飛
脚
共
ニ
飛
脚
一
件
相
勤
罷
有
、
外
々

よ
り
紛
敷
飛
脚
差
出
し
候
義
無
御
座
候
処
、
近
年
継
飛
脚
外
商
売
之
者
よ
り
差
出

し
候
義
御
座
候
而
、
自
然
と
私
共
家
業
ニ
相
済
（
障
）
ル
義
共
御
座
候
而
、
難
儀

至
極
仕
候
、
尤
私
共
儀
御
大
切
之
御
儀
ニ
奉
存
候
付
、
自
今
共
ニ
継
早
飛
脚
之
義

ハ
何
分
相
止
メ
、古
来
よ
り
相
勤
来
り
候
通
、馬
飛
脚
ニ
而
相
勤
候
様
仕
度
奉
存
候
、

然
ル
上
ハ
古
来
よ
り
之
通
、
三
度
飛
脚
之
義
ハ
勿
論
、
早
飛
脚
ニ
紛
敷
飛
脚
外
々

よ
り
差
出
し
候
儀
御
差
留
メ
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
已
上

　
　
　
　

延
享
元
申
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
人
印

　
　
　

御
奉
行
様

　

右
七
軒
御
願
出
申
候
処
、「
右
之
内
」（
抹
消
）

□（
虫
損
）（
三
ヵ
）
度
飛
脚
之
儀
数
年
相
勤
来
処
、
外
々
同
商
致
候
故
、
家
業
さ
わ
り
ニ

成
候
事
相
聞
得
申
候

此
度
継
早
之
義
、
善
悪
之
処
一
朝
一
夕
ニ
ハ
定
か
た
く
、
年
寄
衆
と
も
評
判
之
上
、

い
か
様
共
片
付
可
申
、
我
等
か
商
売
当
前
之
理
悲
（
非
）
ニ
ハ
及
か
た
く
、
世
上

ニ
か
ゝ
り
、
何
ニ
而
も
我
レ
ら
か
商
ニ
ハ
も
れ
る
事
な
し
、
左
す
れ
ハ
、
此
度
道

中
筋
其
外
飛
脚
百
廿
軒
の
者
共
も
、
追
而
呼
出
し
吟
味
之
上
、
其
方
ラ
か
為
ニ
も

可
成
間
、
能
折
と
存
願
申
候
義
候
間
、
聞
へ
も
あ
し
く
候
故
、
先
願
事
ハ
や
め
よ

と
被
仰
候

　
　

三
月
廿
九
日
、
新
ほ
り
津
国
屋
喜
右
衛
門
様
死
去
被
成
候

　
　

子
四
月
朔
日
、
松
浦
庄
兵
へ
様
・
彦
右
衛
門
様
・
松
本
兵
助
様
同
道
ニ
而
御
着

　
　

三
月
廿
九
日
、
買
物
代
差
引
残
金
十
六
両
三
分
登
ス

　
　
　
　

廿
九
日
、
津
国
屋
喜
右
衛
門
様
死
去
被
成
候
（
こ
の
項
重
出
）

　
　

四
月
四
日
、（
以
下
記
載
な
し
）

　
　

五
日
、
大
伝
馬
（
町
）
永
田
伊
兵
衛
様
死
去
被
成
候
、
喜
右
衛
門
悔
参
候
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五
日
、
小
嶋
善
右
衛
門
様
湯
治
参
候
暇
乞
、
積
物
遣
ス
、
小
久
ひ
ま
出
申
候

　
　

五
日
よ
り
手
代
庄
五
郎
目
見
奉
公
致
候
、
同
夜
鉄
炮
洲
願
最
初

　
　

六
日
、
七
日
、
津
国
屋
・
か
せ
屋
忌
中
見
廻
遣
ス

 

七
日
、
町
内
太
々
講
、
喜
右
衛
門
・
利
助
参
候
、
同
夕
高
松
銀
着
、
翌
朝
届
断
外

　

ニ
有

　
　

七
日
夕
、
中
間
廻
状
参
、
八
日
寄
合
可
申
と
の
事
也

　
　

八
日
、
早
継
者
夜
添
人
賃
呉
候
様
願
候
故
其
相
談

　
　

九
日
（
以
下
記
載
な
し
）

　
　

九
日
夕
、
差
紙
来
候
、
京
屋
弥
兵
衛
ニ
外
六
人
之
内
、
行
司
之
者
差
添
罷
可
出
由
、

　
　
　

仲
間
よ
り
為
知
来
申
候

　
　

十
日　

朝
五
ツ
時
御
召

　
　
　

嶋
長
門
守
様
御
番
所
へ

　
　
　

稲
生
下
野
守
様　
　
　
　

次
所
不
残
、
若
忠
・
山
八
・
江
源

　
　
　

水
野
対
馬
守
様　
　
　
　

百
廿
軒
の
上
下
飛
脚

　
　

右
御
立
合　
　
　
　
　
　
　

京
屋
弥
兵
衛
・
手
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
日
一
ト
人
ツ
ヽ
御
召
、
外
の
者
御
入
な
し

一　

 

手
前
方
御
尋
被
成
候
者
、
往
古
よ
り
道
中
ニ
而
飛
脚
貫
遣
し
候
所
、
何
方
そ
と
御

尋
、
宮
・
嶋
田
・
四
日
市
三
ケ
所
、
慥
成
処
ニ
御
座
候
、
右
所
よ
り
貫
遣
候
と
申

上
候
、
右
口
書
御
取
被
成
候
、
猶
山
宗
ニ
も
有
と
申
上
度
存
候
へ
共
、
是
ハ
無
用

之
由
ニ
被
仰
遊
候
由
、
百
廿
軒
の
飛
脚
屋
ハ
、
手
前
共
ハ
馬
ニ
而
も
、
走
ニ
而
も
、

何
ニ
而
も
不
苦
、
兎
角
用
事
通
達
能
方
宜
と
被
申
上
候

一　

 

若
忠
申
上
候
ハ
、
古
来
よ
り
継
来
候
間
、
何
と
そ
只
今
迄
之
通
継
送
り
申
度
と
願

申
候
由
、
御
上
よ
り
ハ
七
軒
之
者
共
ハ
た
と
へ
三
百
両
・
四
百
両
紛
失
ニ
而
も
早

速
出
ス
者
共
也
、
我
イ
ラ
ハ
当
座
百
両
・
弐
百
両
も
早
速
ニ
ハ
得
出
ス
ま
い
と
被

仰
候
由
、
是
ハ
聞
計
、
門
よ
り
内
へ
御
入
不
被
成
候
故
、
く
わ
し
く
ハ
不
承
候

　
　

十
日
、
酒
屋
行
司
へ
御
見
廻
申
上
候

　
　

 

十
日
朝
六
ツ
時
、
深
川
六
間
堀
・
柳
川
（
八
名
川
）
町
出
火
、
廿
間
ニ
八
九
間
、

竈
数
十
六
七
軒
も
や
け
、
角
側
十
軒
計
や
け
、
四
時
火
留
ル

　
　

廿
三
日
七
ツ
時
、
長
門
守
様
よ
り
御
召

　
　

 

早
物
三
日
半
、
山
八
方
ハ
十
両
ニ
而
請
負
候
、
手
前
共
義
九
両
弐
分
と
申
候
、
左

候
得
ハ
早
物
三
ツ
重
り
候
ハ
ヽ
一
所
ニ
遣
候
其
賃
銀
之
割
を
以
、
直
段
引
下
ケ
申

哉
と
御
尋
被
成
候
、
先
御
返
答
ハ
延
引
致

　
　

廿
四
日
早
朝
、
口
上
書
を
以
御
願
申
上
候
文
言

　
　
　
　

乍
恐
口
上
書

一　

 

三
日
半
切
仕
立
飛
脚
之
儀
、
相
重
り
候
節
ハ
相
定
置
候
四
日
限
九
両
弐
分
と
銘
々

よ
り
受
取
申
候
哉
、
又
者
割
合
を
以
引
下
候
哉
と
御
吟
味
被
成
候
付
、
此
儀
古
来

よ
り
御
屋
敷
様
・
町
方
共
、
三
日
半
切
と
申
ハ
稀
成
義
御
座
候
、
是
迄
同
刻
ニ
出

合
候
義
覚
無
御
座
候
、
殊
状
主
よ
り
飛
脚
出
立
迄
人
相
付
置
、
た
と
へ
封
状
一
通

ニ
而
も
是
迄
持
合
致
不
申
候
ニ
付
、仲
間
相
定
仕
方「
と
て
も
」（
以
上
三
字
抹
消
）

無
御
座
候
、
然
共
此
度
右
体
之
儀
、
已
来
い
か
ゝ
仕
候
哉
と
御
吟
味
ニ
付
、
自
今

相
重
成
候
節
者
、
状
主
へ
対
談
致
、
持
合
仕
候
へ
と
も
不
苦
候
分
ハ
、
其
節
相
対

ヲ
以
賃
銀
引
下
可
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
司　

嶋
屋
佐
右
衛
門

　
　
　
　
　

乍
恐
口
上
書
を
以
申
上
候

一　

 

三
日
半
切
仕
立
飛
脚
之
儀
、
相
重
候
節
ハ
、
相
定
置
候
賃
金
九
両
弐
分
宛
銘
々
よ

り
請
取
申
候
哉
、
又
者
割
合
を
以
賃
銀
引
下
候
哉
と
御
吟
味
御
座
候

　
　
　

 

此
儀
古
来
よ
り
御
屋
敷
様
方
・
町
方
共
三
日
半
切
と
申
ハ
稀
成
義
御
座
候
、
殊

即
刻
仕
立
差
為
登
候
御
儀
御
座
候
へ
ハ
、
相
重
り
候
程
之
間
ハ
無
御
座
候
、
勿

論
是
迄
同
刻
ニ
出
合
候
義
覚
無
御
座
候
、
右
三
日
半
切
差
出
候
状
主
よ
り
人
付

置
、
品
川
・
川
崎
辺
も
見
届
候
程
之
儀
御
さ
候
得
ハ
、
外
状
一
通
ニ
而
も
持
合

為
致
不
申
候
、
依
之
只
今
迄
相
定
メ
候
仕
方
ハ
無
御
座
候
、
此
度
右
体
之
義
以

後
有
之
候
節
、
致
方
御
吟
味
御
座
候
付
、
乍
恐
得
と
奉
考
候
所
、
前
条
ニ
奉
申

上
候
通
、
同
刻
出
合
候
義
是
迄
ハ
無
御
座
候
へ
共
、
万
一
自
今
可
有
御
座
哉
、

其
段
難
計
奉
存
候
、
向
後
同
刻
ニ
出
合
せ
之
義
御
座
候
ハ
ヽ
、
其
節
状
主
へ
致

対
談
、
持
合
仕
候
而
も
不
苦
候
分
ハ
、
相
対
を
以
賃
銀
引
下
ケ
、
下
直
ニ
請
負

仕
候
様
申
合
仕
候

　
　

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上
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し
ま
屋
左
右
衛
門

　
　
　
　
　

年
号
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
屋
宗
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

子
ノ
四
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
ミ
五
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
ミ
甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
屋
孫
兵
衛

　
　
　
　

御
奉
行
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
津
屋
六
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
屋
弥
兵
衛

　
　

右
差
上
申
候
所
、
明
日
罷
出
可
申
旨
被
仰
付
候
、
右
願
書
今
日
差
上
申
置
帰
り
申
候

　
　

 

廿
八
日
、
御
せ
ん
き
場
ニ
而
御
伺

　
　

 

早
仕
立
飛
脚
之
外
、
幸
便
早
飛
脚
と
申
義
い
か
ゝ
覚
候
、
早
ニ
ハ
幸
イ
の
便
と
申

ハ
不
得
其
意
と
御
尋
、
返
答
、
左
様
ニ
御
座
候
、
早
仕
立
飛
脚
ハ
い
さ
ゝ
か
御
座

候
、
尤
幸
便
早
と
申
ハ
、
往
古
よ
り
定
日
相
定
置
、
早
飛
脚
仕
立
申
極
故
、
諸
大

名
方
・
町
方
共
、
五
日
切
・
六
日
切
・
七
日
切
抔
中
の
急
成
御
状
等
持
合
飛
脚
仕

立
申
を
早
幸
便
と
申
候
、
是
を
早
飛
脚
常
の
渡
世
と
仕
候
、
将
又
仕
立
飛
脚
ハ
、

其
不
時
被
仰
付
御
一
家
計
之
御
状
差
立
候
義
と
の
申
上
ニ
候

　
　
　

五
月
朔
日
御
役
替
被
為　

仰
付
候

　
　
　

酒
井
雅
楽
頭
様
、
西
丸
御
老
中
上
座
被
仰
付
候

　
　
　

堀
田
相
模
守
様
、
大
坂
御
城
代
被
為　

仰
付
候

　
　

 

右
堀
田
様
御
出
入
之
願
久
兵
衛
参
候
処
、
和
泉
屋
甚
兵
衛
義
、
十
七
屋
と
以
上
三

人
相
出
入
之
旨
被
仰
付
候
、
甚
兵
衛
義
ハ
能
引
ニ
て
上
役
よ
り
被
申
付
候
間
、
達

而
願
候
而
ハ
其
方
為
ニ
も
不
相
成
と
買
物
役
人
被
仰
付
候
、
賃
銀
之
義
ハ
十
七
屋

と
申
合
、
一
紙
差
出
申
候

一　

 

五
月
八
日
、
大
伝
（
馬
）
町
江
願
候
意
趣
ハ
、
近
年
道
中
筋
馬
差
込
、
殊
外
成
延

引
故
、
町
内
ニ
も
内
証
ニ
而
度
々
取
沙
汰
有
之
、
一
ケ
所
ニ
而
直
々
被
仰
候
御
方

よ
り
有
之
候
故
、
先
願
書
ニ
も
差
出
御
断
申
入
度
、
差
支
候
一
通
り
書
付
一
札
相

認
候
処
、
書
付
而
ハ
外
へ
の
意
味
合
も
可
有
と
存
、
先
口
上
ニ
而
御
願
申
上
候
、

行
司
長
谷
川
清
兵
衛
様
へ
願
候
、
喜
右
衛
門
・
庄
右
衛
門
参
候
、
其
外
両
売
場
二

軒
と
も
、
大
黒
屋
へ
も
右
之
断
御
咄
申
上
候
、
若
書
付
而
も
差
出
申
候
様
被
仰
候

ハ
ヽ
、
認
置
候
書
付
を
以
御
見
セ
可
申
つ
も
り
ニ
御
座
候

一　

鉄
炮
洲
へ
又
々
願
出
申
候
、
庄
右
衛
門
参
候

　
　
　

従
大
津
大
坂
江
為
知
候
由
ニ
而
、
左
之
通
写
書
到
来
候
、
仍
而
控
置
候
者
也

　
　
　
　

 

追
而
左
之
趣
宿
々
承
知
之
旨
請
書
可
差
越
候
、
此
触
書
相
廻
、
留
り
之
宿
送

り
を
以
可
相
通
候
、
已
上

　
　

 

江
戸
新
橋
森
山
町
弥
兵
衛
店
若
狭
屋
忠
右
衛
門
と
申
者
、
登
り
継
飛
脚
請
負
、
元

来
奉
行
所
江
茂
不
相
願
、
三
拾
七
八
年
以
前
よ
り
道
中
所
々
ニ
而
致
相
対
、
京
・

大
坂
江
歩
行
飛
脚
差
立
候
処
、
廿
六
年
程
以
前
よ
り
、
品
川
よ
り
大
坂
迄
之
間
、

拾
八
ケ
所
江
継
所
相
極
メ
置
、
宿
々
追
通
シ
候
儀
、
御
定
法
ニ
も
違
、
其
上
継
早

飛
脚
ニ
而
度
々
不
埒
之
儀
有
之
付
、
此
度
吟
味
之
上
令
停
止
候

一　

 

早
飛
脚
茂
古
来
之
通
馬
ニ
而
差
立
、
若
着
割
（
刻
）
遅
ク
候
節
、
抜
状
と
申
、
道

中
何
れ
之
宿
ニ
而
成
共
人
を
雇
ひ
、
状
筥
為
持
先
江
走
せ
、
宰
領
之
も
の
ハ
跡
よ

り
宿
々
改
罷
通
候
、
此
抜
状
ハ
不
苦
候

　

 

右
之
通
今
度
吟
味
之
上
登
り
継
候
飛
脚
停
止
申
付
候
、
其
旨
可
相
心
得
、
若
此
已
後

右
体
之
儀
在
之
候
ハ
ヽ
早
々
可
訴
出
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
馬　

印

　
　

子
七
月　
　
　
　
　
　
　
　

下
野　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
川
よ
り
守
口
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
佐
谷
路
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　

右
之
通
道
中
駅
順
宿
々
相
廻
候
由
及
承
候
付
写
置
候
也

　
　
　

子
七
月
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一　
 

大
坂
柳
屋
加
（
嘉
）
兵
衛
方
早
継
之
義
も
、
延
享
元
年
甲
子
七
月
五
日
出
よ
り
馬

早
飛
脚
ニ
而
罷
下
候
、
則
五
日
出
早
之
義
ハ
、
浜
飛
脚
権
兵
衛
初
而
罷
下
候
、
扨

其
次
八
日
出
よ
り
ハ
浜
・
手
前
常
飛
脚
両
人
仕
立
候
、
内
壱
人
ハ
早
飛
脚
ニ
い
た

し
罷
下
候
、
跡
荷
壱
人
し
て
道
中
物
取
集
下
候
、
定
格
番
也

　
　
　

 

七
月
十
五
日
出
船
ニ
て
京
都
へ
廻
り
、
六
右
衛
門
・
平
三
郎
両
人
、
道
中
筋
証

文
此
度
相
改
候
、
ひ
か
へ
七
月
廿
九
日
ニ
江
戸
着
候

　
　
　
　
　

証
文
之
事

一　

 

大
坂
柳
屋
加
兵
衛
殿
よ
り
御
仕
出
シ
被
成
候
通
り
、馬
早
飛
脚
各
方
御
請
負
被
成
、

御
持
参
之
内
ニ
御
急
用
物
在
之
、
抜
状
ニ
被
成
度
節
ハ
、
慥
成
者
雇
、
昼
ハ
一
人
、

夜
ハ
弐
人
宛
、
賃
銭
相
極
メ
御
指
図
之
方
江
急
度
相
届
さ
せ
可
申
候
、
万
一
雇
之

者
道
中
ニ
而
紛
失
仕
候
歟
、
又
ハ
取
落
等
御
座
候
ハ
ヽ
、
拙
者
早
速
罷
出
尋
出
し
、

其
品
々
相
改
、
各
々
方
江
少
も
御
難
義
懸
ケ
申
間
敷
候
、
為
後
日
仍
如
件

　
　
　
　

延
享
元
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
（
園
）
田
庄
九
郎

　
　
　
　
　
　
　

子
七
月
十
九
日

　
　
　
　
　

柳
屋
加
兵
へ
殿

　
　
　
　
　

馬
早
飛
脚
衆
中

　
　

右
之
趣
証
文
取
置
、
柳
屋
方
ニ
罷
在
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
き　
　
　

丸
屋
喜
兵
衛　
　
　

一
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
北
五
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
日
一　
　

園
田
庄
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
名　
　
　

黒
河
彦
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　
　
　
　

貝
谷
権
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り
ふ　
　

土
居
兵
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口
屋
勘
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　
　
　

中
村
七
左
衛
門　
　

一
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
喜
右
衛
門

　
　

箱
根　
　
　

大
坂
屋
与
惣
兵
衛　
　

新
居　
　
　

渡
部
善
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
輪　
　
　

金
原
助
太
郎　
　
　

一
通

小
田
原　
　

山
下
や
清
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

十
左
衛
門

　
　
　
　
　

山
下
や
金
平　
　
　
　

金
谷　
　
　

中
村
屋
富
士
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
川
端　

野
中
清
左
衛
門　
　

一
通

藤
沢　
　
　

金
川
屋
次
兵
衛　
　
　
　
　
　
　
　

大
橋
次
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　

八
百
屋
伊
兵
衛　
　
　

興
津　
　
　

山
田
小
平
次　
　
　

一
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚
又
助

川
崎　
　
　

大
坂
屋
九
郎
右
衛
門　

吉
原　
　
　

奥
宮
作
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
新
八

〆
十
七
ケ
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
嶋　
　
　

駿
河
屋
清
右
衛
門　

一
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
屋
小
路
九
兵
衛

　
　

 

子
八
月
十
九
日
出
飛
脚
宇
兵
衛
登
い
セ
荷
壱
固
、
立
縄
切
継
ニ
致
在
之
候
所
、
関

ニ
而
見
付
、
宇
兵
衛
・
喜
兵
衛
立
合
相
改
候
所
、
左
之
通
金
子
不
足
仕
候
、
何
れ

宿
ニ
而
致
方
と
申
儀
相
知
不
申
候

　
　
　
　
　
　

覚

　
　

一　

金
拾
五
両
入　
　
　
　

中
河
三
十
郎
殿
出

　
　
　
　
　
　

小
津
宇
右
衛
門
殿
迄

　
　
　
　
　
　
　

畴
地
理
右
衛
門
殿
分

　
　

一　

金
六
両
入　
　
　
　
　

同　

喜
兵
衛
殿
出

　
　
　
　
　
　

ま
つ
坂

　
　
　
　
　
　
　

小
津
孫
右
衛
門
殿

　
　

一　

金
五
拾
両
入　
　
　
　

同　

平
兵
衛
殿
出

　
　
　
　
　
　

い
さ
わ

　
　
　
　
　
　
　

中
村
喜
左
衛
門
殿

（（
（

（
（

（（
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一　

金
八
両
弐
分
入　
　
　

中
村
喜
兵
衛
殿
出

　
　
　
　
　
　

ま
つ
坂

　
　
　
　
　
　
　

鶴
屋
甚
六
殿
迄

　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
善
三
郎
殿

　
　

一　

金
拾
五
両
入　
　
　
　

宇
野
仁
兵
衛
殿
出

　
　
　
　
　
　

ま
つ
坂

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
五
郎
右
衛
門
殿
迄

　
　
　
　
　
　
　
　

結
城
茂
兵
衛
殿

　
　

一　

金
十
九
両
壱
分
入　
　

中
条
瀬
兵
衛
殿
出

　
　
　
　
　
　

ま
つ
坂

　
　
　
　
　
　
　

小
津
七
郎
兵
衛
殿

右
之
通
八
月
朔
日
ニ
い
セ
よ
り
申
来
候
ニ
付
、
此
元
ニ
而
金
主
方
へ
相
断
、
早
速
金
子

登
セ
候
所
、
八
月
廿
九
日
ニ
大
坂
よ
り
大
和
屋
善
右
衛
門
并
飛
脚
弥
兵
衛
両
人
ニ
而
関

迄
持
参
、
早
速
相
弁
相
届
、
い
セ
表
相
済
申
候
、
此
方
よ
り
為
登
申
候
金
子
、
九
月

十
六
日
ニ
飛
脚
六
右
衛
門
持
下
、
受
取
申
候

〆一　

 

子
九
月
十
七
日
夕
、
大
坂
高
麗
橋
屋
倉
下
浜
か
わ
と
い
し
屋
手
あ
や
ま
ち
在
之
、

家
内
少
々
や
け
申
候
よ
し

一　

 

九
月
十
日
出
山
八
左
衛
門
よ
り
天
作
（
ヵ
）
川
崎
迄
乗
出
、
三
日
半
切
抜
送
り
候

由
、
川
崎
走
り
権
兵
衛
方
よ
り
右
無
相
違
と
申
証
文
取
置
候

一　

 

九
月
十
六
日
夕
、
山
宗
殿
よ
り
山
八
へ
三
半
切
頼
遣
、
山
八
よ
り
直
仕
立
ニ
遣
申

候
由
大
坂
よ
り
申
来
候
、
此
儀
十
月
十
日
ニ
参
会
之
上
、
中
間
へ
も
咄
置
申
候

　

延
享
元
子
十
月
廿
一
日
ニ
町
年
寄
差
紙
来
候
、
左
之
通

　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
脚
屋
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
屋
弥
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
々
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
六
人

　
　

右
用
之
儀
在
之
候
間
、
明
廿
二
日
五
つ
時
ニ
樽
屋
役
所
刻
限
無
遅
々
可
参
候
、
已
上

　
　
　
　
　

十
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
人

　
　

右
之
通
申
来
候
、
廿
二
日
朝
、
七
軒
会
所
へ
寄
合
仕
、
樽
屋
へ
罷
出
候

　

十
一
月

　
　

 

近
年
大
坂
・
江
戸
共
物
入
多
、
徳
用
減
居
、
配
分
其
外
雑
用
等
勘
略
致
掟
書
一
通

定
候
、
即
十
一
月
晦
日
大
坂
へ
為
□
（
登
ヵ
）
候
写

　
　
　
　
　
　

覚

一　

 

当
七
月
よ
り
大
坂
江
戸
屋
源
右
衛
門
・
手
前
両
組
申
合
之
上
、
持
合
一
組
出
立
申

候
、
尤
毎
月
本
人
下
り
之
節
者
、
駄
数
無
構
添
人
付
可
申
候
、
添
人
賃
金
と
し
て

仲
間
よ
り
金
壱
両
本
人
へ
相
渡
、
其
外
入
用
并
道
中
よ
な
ひ
共
、
本
人
よ
り
出
シ

可
申
候但

添
人
無
之
時
ハ
、
其
節
居
合
候
飛
脚
、
役
目
同
前
添
人
ニ
付
可
申
候
、
其

時
ハ
仲
間
よ
り
金
壱
両
壱
分
本
人
へ
相
渡
、
其
余
者
本
人
よ
り
出
シ
可
申
候

　

但
し
添
人
飛
脚
ハ
金
弐
両
壱
分
渡
し
切
、
然
上
ハ
道
中
よ
な
ひ
万
端
無
構
候

一　

江
戸
よ
り
本
人
登
弐
太
（
駄
）
乗
迄
添
人
な
し

但
本
人
よ
り
添
人
望
申
（
候
）
ハ
ヽ
、
仲
間
よ
り
金
三
分
出
し
可
申
候
、
残
入

用
ハ
本
人
よ
り
可
仕
候

一　

本
人
登
三
太
乗
よ
り
仲
間
よ
り
添
人
付
可
申
候

但
道
中
よ
な
ひ
本
人
可
仕
候
、
心
付
者
可
為
勝
手
候
、
尤
添
人
ニ
手
前
飛
脚
付

候
時
ハ
仲
間
よ
り
金
一
両
相
渡
、
本
人
よ
り
金
弐
分
并
よ
な
ひ
共
可
致
候

一　
 

近
年
仲
間
物
入
等
多
候
付
、
江
戸
・
大
坂
有
物
無
数
候
、
大
黒
講
江
戸
掛
金
等
も

減
少
致
度
候
へ
共
、
夫
ニ
而
ハ
銘
々
及
難
儀
候
故
是
迄
之
通
ニ
致
、
大
黒
講
之
内

へ
江
戸
店
・
大
坂
店
之
分
弐
口
増
シ
落
チ「
申
」（
抹
消
ヵ
）候
を
の
け
置
可
申
候
、

毎
月
配
分
之
儀
も
左
之
通
五
ケ
年
之
内
相
定
可
申
候
、
戸
棚
有
物
出
来
候
節
者
、

又
相
談
可
有
之
候
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正
月
三
両
、
二
月
四
両
、
三
月
三
両
、
四
月
四
両
、
五
月
三
両
、
六
月
六
両
、
七

月
三
両
、
八
月
四
両
、
九
月
三
両
、
十
月
三
両
、
十
一
月
三
両
、
十
二
月
六
両

　

右
之
通
相
定
候
事

一　

 

当
地
戸
棚
番
之
内
、
自
分
遣
込
無
之
様
可
致
候
、
万
一
心
得
違
ニ
而
算
用
不
足
御

座
候
ハ
ヽ
、急
度
時
々
引
渡
之
節
相
立
可
申
候
、跡
役
へ
頼
候
ハ
ヽ
本
人
ハ
不
及
申
、

　
　

 

跡
役
共
配
分
相
渡
し
申
間
敷
候
、
右
之
通
配
分
相
定
候
上
者
、
不
時
之
入
用
、
又

ハ
節
季
入
用
有
之
候
共
、
自
分
ニ
才
覚
い
た
し
、
一
切
仲
間
よ
り
借
り
申
間
敷
候

一　

毎
月
伊
勢
講
、
来
春
登
り
よ
り
夜
食
ニ
可
仕
候

　
　
　
　

小
附
・
食
（
飯
）・
吸
物
・
干
物
・
や
き
も
の
・
取
肴
見
合

一　

 

江
戸
・
大
坂
共
登
り
之
節
用
意
金
借
用
候
ハ
ヽ
、
金
壱
両
ニ
九
分
宛
利
足
出
し
可

申
候
、
尤
上
下
共
着
候
ハ
ヽ
、
早
速
戸
棚
へ
相
渡
し
可
申
候

一　

 

江
戸
詰
番
之
内
買
掛
り
有
之
候
ハ
ヽ
、
登
り
之
節
急
度
払
罷
立
可
申
候
、
尤
有
物

か
り
御
座
候
ハ
ヽ
、
仕
切
等
差
引
ニ
而
茂
か
り
無
之
様
可
仕
候

右
之
通
先
達
而
自
分
借
之
義
相
定
有
之
候
へ
共
、
此
已
後
猶
又
相
互
猥
無
御
座
候
様
可

仕
候
事
、
依
之
銘
々
判
形
仍
如
件

　
　

延
享
元
子
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
屋
庄
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゞ
屋
五
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
屋
新
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゝ
屋
宗
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
屋
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
わ
ち
屋
喜
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
の
国
屋
九
郎
兵
衛

　
　

右
之
通
具
承
知
仕
候
、
私
共
儀
ハ
猶
又
内
証
ニ
而
借
シ
貸
り
仕
ま
し
く
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
屋
八
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
利
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゞ
屋
幸
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゞ
屋
十
兵
衛

　
　

 

近
年
家
風
猥
ニ
相
成
候
ニ
付
相
改
候
、
田
村
五
郎
右
衛
門
・
丹
生
宗
左
衛
門
・
武

田
喜
右
衛
門
・
安
井
善
右
衛
門
立
合
ニ
而
、
久
兵
衛
ニ
ハ
一
通
申
渡
、
勤
方
急
度

相
改
候
様
申
付
、
即
一
々
書
付
渡
、
又
証
文
取
置
申
候
、
即
右
委
細
者
、
子
年
改

之
手
代
積
金
取
替
帳
ニ
相
印
置
申
候
、
手
代
宗
助
義
者
不
勤
ニ
付
暇
出
候
而
、
即

積
金
借
越
シ
有
之
由
も
了
簡
致
、
外
ニ
金
十
両
遣
申
候
、
是
も
一
札
取
置
申
候
、

宗
助
者
十
一
月
九
日
暇
出
し
申
候
、
委
細
者
銘
々
存
知
之
儀
候
得
共
、
為
末
此
処

留
置
申
候
、
仲
間
掟
書
・
見
せ
掟
書
何
れ
も
出
し
申
候
、
即
同
時
ニ
飛
脚
中
触
中

へ
も
申
渡
、
掟
書
出
し
申
候

一　

 

（
原
文
空
白
）
勘
四
郎
上
り
船
荷
、
阿
久
津
ニ
而
船
返
へ
り
、
荷
物

不
残
水
ニ
ひ
た
り
申
候
、
即
源
六
も
福
嶋
よ
り
上
り
、
段
々
干
か
わ
か
し
、
荷
物

ハ
何
れ
も
失
不
申
候
得
共
、
大
分
濡
損
有
之
、
方
々
御
断
ニ
申
参
候
、
済
方
奥
ニ

印
申
候

一　

 

十
一
月
十
八
日
、
江
戸
米
屋
仲
間
、
長
門
守
様
へ
御
呼
出
シ
、
先
達
而
被
仰
出
候

御
買
米
御
免
被
遊
候

　
　

 

右
ニ
よ
り
住
吉
講
中
、
其
外
白
子
や
・
村
上
・
松
本
・
か
も
屋
・
小
池
や
な
と
い

つ
れ
も
仕
立
也

〆　
　

此
仕
立
、
同
廿
一
日
寅
刻
着
、
首
尾
能
届
申
候

一　

 

同
十
九
日
、
七
ツ
時
よ
り
江
戸
北
八
丁
堀
・
日
比
谷
町
裏
通
・
幸
町
よ
り
出
火
、

折
節
北
南
風
強
、
丸
太
か
し
・
長
崎
町
不
残
、

　
　
　

 

南
新
川
ハ
大
鹿
屋
・
か
め
屋
小
兵
衛
・
か
も
七
・
小
の
井
・
岡
田
宗
・
伊
坂
彦
・

矢
田
蔵
・
松
本
次
助
様
・
岡
田
安
兵
衛
様
・
ち
ん
か
し
屋
・
榎
本
筥
（
ヵ
）
屋
・

湊
や
・
嶋
喜
不
残
や
け
申
候

　
　

 

北
新
川
者
五
軒
店
之
木
戸
よ
り
、
け
い
か
う
い
ん
の
鳥
井
前
迄
、
間
口
八
間
計
や

け
申
候
、
宮
ハ
不
焼
、
浜
町
ハ
両
側
不
残
、
南
新
堀
ハ
一
丁
メ
木
戸
き
わ
よ
り
、

み
な
と
橋
の
角
迄

　
　
　

 
山
本
茂
右
衛
門
・
こ
川
五
郎
兵
衛
・
こ
川
屋
長
兵
衛
・
津
国
屋
・
松
や
・
粉
河

茂
兵
衛
・
同
清
右
衛
門
・
さ
か
屋
利
右
衛
門
・
同
市
郎
兵
衛
・
北
川
三
郎
兵
衛
、

不
残
や
け
申
候
、
四
ツ
時
火
留
り
申
候
、
冬
（
ヵ
）
木
店
や
け
申
候
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右
見
廻
と
し
て
杉
折
二
重
、
上
ハ
に
し
め
五
種
ニ
し
て
、
下
に
や
き
め
し
ニ
致
、

不
残
配
り
申
候
、
翌
日
茶
碗
十
ヲ
ツ
ヽ
見
廻
と
し
て
遣
ス
、
大
坂
へ
ハ
三
日
半
仕

立
、
山
八
持
合
也

一　

 

十
一
月
廿
九
日
、
酒
井
修
利
（
理
）
太
夫
様
よ
り
廻
文
廻
り
、
先
比
出
火
之
節
、

両
度
迄
早
速
欠
付
候
御
礼
と
て
、
御
酒
被
下
候
様
申
来
、
極
月
朔
日
、
佐
右
衛
門

被
召
寄
、
其
外
相
客
四
十
余
人
、
御
座
敷
ニ
而
御
酒
被
下
、
吸
物
・
取
肴
ニ
而
御

座
候
、
代
八
兵
衛
参
申
候

一　

 

十
二
月
朔
日
、
坂
口
茂
右
衛
門
様
よ
り
四
日
切
仕
立
出
申
候
、
即
十
一
月
廿
九
日

出
候
惣
次
状
差
留
メ
被
成
候
事
也
、
四
日
触
状
致
遣

一　

 

十
一
月
廿
九
日
出
、
上
嶋
よ
り
呼
ニ
参
、
さ
こ
や
弥
右
衛
門
様
被
仰
候
者
、
先
達

而
喜
右
衛
門
様
ニ
も
申
置
候
、
住
吉
講
之
中
よ
り
年
忘
に
押
か
け
可
参
と
被
（
仰
）

渡
候
、
十
二
月
四
日
ニ
者
内
証
寄
合
御
さ
候
、
其
次
手
に
押
か
け
可
参
と
の
御
や

く
そ
く
也
、
利
助
承
之

一　

 

十
二
月
四
日
夕
、
御
出
也
、
御
望
ニ
付
竹
本
清
太
夫
并
ニ
手
前
よ
り
御
馳
走
ニ
竹

本
西
太
夫
其
外
三
味
線
、
以
上
三
人
、
吸
物
・
小
付
・
飯
・
平
・
取
肴
也
、
八
ツ

過
迄
御
遊
被
成
候

　
　
　

 

さ
こ
や
弥
右
衛
門
・
津
国
屋
・
中
河
・
あ
こ
や
・
千
足
長
十
郎
様
・
前
田
・
山

路
・
真
宜
・
小
沢
・
西
宮
・
差
塔

　
　
　

〆
以
上　

其
外
へ
者
手
紙
遣
候
得
と
も
御
出
無
之
候

一　

 

十
二
月
十
六
日
廻
状
、
米
惣
代
会
所
相
立
候
、
以
後
米
買
売
者
右
会
所
よ
り
下
知

之
通
、
み
た
り
ニ
商
売
致
ま
し
く
由

　
　

い
せ
町
ニ
会
所
立
申
候

一　

 

去
ル
八
月
十
九
日
、飛
脚
宇
兵
衛
道
中
ニ
而
盗
被
取
候
勢
州
行
金
子
、内
証
而
色
々

吟
味
致
候
得
共
相
知
レ
不
申
候
、依
之
十
二
月
十
二
日
状
ニ
大
坂
も
訴
置
申
筈
也
、

江
戸
茂
願
申
様
申
来
、
い
か
様
後
日
ニ
相
し
れ
申
候
而
の
折
宜
可
存
、
両
奉
行
へ

御
願
、
十
二
月
廿
日
、
両
御
奉
行
様
へ
罷
出
申
候

一　

 

同
月
廿
一
日
、
道
中
御
奉
行
逸
見
八
之
助
様
へ
参
候
所
、
御
立
合
荻
原
伯
耆
守
様

へ
参
候
様
被
仰
付
、
伯
耆
守
様
へ
御
訴
申
上
候
処
、
手
掛
相
知
レ
候
ハ
ヽ
、
願
候

様
被
仰
付
候
計
也

　
　
　
　
　

訴
書
左
ニ
写
ス

　
　
　
　

乍
恐
書
付
を
以
御
訴
申
上
候

一　

 

瀬
戸
物
町
次
郎
兵
衛
店
飛
脚
屋
佐
右
衛
門
申
上
候
、
当
八
月
十
九
日
、
従　

御
当

地
上
方
筋
江
登
金
銀
荷
物
、
町
方
諸
得
意
よ
り
請
負
申
候
而
荷
物
之
内
へ
作
込
、

私
抱
之
宰
領
宇
兵
衛
と
申
者
為
持
差
為
登
せ（

衍
）申
候
所
、
従　

御
当
地
よ（

衍
）り
勢
州
表

へ
参
候
届
金
之
内
金
百
拾
三
両
、
道
中
ニ
而
紛
失
仕
候
、
何
方
ニ
而
紛
失
仕
候
哉

難
相
知
迷
惑
至
極
仕
候
、
早
速
御
訴
申
上
候
筈
御
座
候
得
共
、
何
分
手
掛
り
之
儀

無
御
座
候
ニ
付
、
道
中
旅
宿
所
々
吟
味
仕
候
内
、
御
訴
及
延
引
申
上
候
、
乍
恐
御

帳
面
ニ
御
付
ケ
被
為
遊
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
已
上

　
　
　

延
享
元
年
子
十
二
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
中
御
奉
行
へ
ハ
廿
一
日
ニ
出
候　
　

家
主　
　

次
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
人
組　

喜
兵
衛

　
　

御
奉
行
様

　
　
　
　
　
　
　
　

能
勢
肥
後
守
様　

両
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

嶋　

長
門
守
様

一　

 

十
二
月
十
五
日
日
暮
時
よ
り
、
豆
州
三
嶋
六
反
田
千
貫
樋
よ
り
出
火
、
□

（
虫
損
）側
不
残

や
け
、
鐘
つ
き
堂
の
明
地
よ
り
ハ
北
側
計
、
三
嶋
大
明
神
御
社
境
内
不
残
や
け
、

二
王
門
・
三
重
塔
・
鳥
井
計
残
り
申
候
、
得
意
衆
者
一
文
字
屋
伊
左
衛
門
殿
計
や

け
申
候
、
残
り
の
得
意
へ
見
廻
之
状
遣
ス
、
火
者
夜
明
留
り
申
候

一　

 

同
日
、
尾
州
な
こ
や
杷
批
（
枇
杷
）
嶋
左
古
町
宗
兵
衛
橋
よ
り
東
へ
両
側
一
丁
計

や
け
申
候
、
同
日
子
刻
よ
り
亥
迄
（
以
下
記
載
な
し
）

一　

 

十
二
月
初
方
、
日
下
鉄
五
郎
様
よ
り
被
仰
候
者
、
御
合
力
金
出
候
迄
、
金
三
拾
両

用
立
候
様
被
仰
付
、
時
分
と
申
成
難
由
、
五
兵
衛
両
三
度
迄
し
た
ひ
申
上
候
得
共
、

是
悲
〳
〵
用
立
呉
候
様
達
而
被
仰
候
付
、
金
拾
両
御
用
立
申
候
、
十
二
月
廿
二
日
、

金
子
与
八
持
参
申
候
、
御
手
形
下
名
小
沢
要
助
殿
、
裏
書
者
日
下
様
直
御
印
形
有
、

其
節
五
兵
衛
へ
も
御
手
紙
有
、
是
も
一
所
ニ
取
置
申
候

一　

 
同
月
廿
一
日
夜
亥
刻
、
川
崎
九
郎
右
衛
門
よ
り
飛
札
を
以
為
知
候
者
、
下
り
飛
脚

与
次
兵
衛
、
道
よ
り
抜
状
武
州
権
太
坂
ニ
而
捨
有
之
由
、
天
満
屋
飛
脚
伊
兵
衛
と

申
者
見
来
、
川
崎
ニ
而
咄
候
ニ
付
如
此
候
、
急
山
八
へ
も
為
知
、
山
田
よ
り
組
仁
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右
衛
門
、
手
前
よ
り
五
郎
右
衛
門
、
飛
脚
甚
兵
衛
召
連
早
速
欠
付
ニ
参
申
候

一　

 
廿
二
日
八
ツ
時
、
右
之
荷
物
無
不
足
到
着
致
候
、
五
郎
右
衛
門
・
仁
右
衛
門
も
川

崎
之
生
麦
村
ニ
而
右
之
荷
物
ニ
逢
、
即
手
紙
相
済
（
添
）
送
り
来
候

　
　
　
　

乍
恐
書
附
を
以
奉
願
上
候

一　

 

御
当
地
飛
脚
問
屋
七
人
之
者
共
申
上
候
、私
共
古
来
よ
り
相
勤
来
候
早
飛
脚
之
儀
、

近
年
出
入
已
後
、
道
中
継
早
飛
脚
ニ
仕
相
勤
申
候
所
、
三
年
以
前
亥
閏
四
月
、
於

途
中
状
箱
盗
人
に
奪
と
ら
れ
、
其
已
後
茂
外
よ
り
指
出
し
候
状
箱
、
道
中
筋
ニ
而

紛
失
仕
候
付
、
御
大
切
之
御
儀
恐
入
、
私
共
儀
者
其
砌
よ
り
早
速
宿
継
之
儀
相
止

メ
、
同
年
十
月
以
来
、
先
規
よ
り
勤
来
候
通
、
馬
早
飛
脚
ニ
相
改
、
宰
領
之
者
を

附
、
念
入
相
勤
申
候
、
然
所
右
之
段
為　

御
吟
味
、
去
春
よ
り
道
中
筋
早
状
箱
継

所
之
も
の
共
、
御
当
地
日
雇
頭
外
飛
脚
屋
三
人
之
者
并
私
共
不
残
被
為
召
出
、
御

吟
味
之
上
、
自
今
継
早
飛
脚
之
儀
御
停
止
被
為　

仰
付
、
双
方
奉
畏
難
有
仕
合
奉

存
候
、
尤
私
共
相
勤
候
馬
早
飛
脚
、
道
中
川
々
出
水
其
外
故
障
之
儀
共
御
座
候
而
、

三
日
半
限
・
四
日
限
相
延
、
京
・
大
坂
江
着
難
仕
節
ハ
、
何
れ
之
宿
よ
り
成
共
、

其
状
箱
計
を
抜
状
ニ
仕
、
道
中
早
道
請
負
之
も
の
へ
相
渡
、
差
急
キ
先
江
遣
し
、

早
飛
脚
宰
領
之
者
ハ
、
段
々
其
跡
を
し
ら
べ
、
刻
限
等
吟
味
仕
罷
登
り
候
儀
ニ
御

座
候
段
委
細
申
上
候
所
、
日
限
延
着
可
仕
節
抜
状
仕
候
儀
者
、
古
来
よ
り
相
勤
来

候
通
ニ
仕
候
様
被
為　

仰
付
、
難
有
則
只
今
ニ
至
り
右
之
通
相
勤
罷
在
候
、
右
抜

状
之
儀
者
、
日
限
延
着
可
仕
時
節
計
指
遣
し
、
跡
よ
り
し
ら
へ
罷
越
候
宰
領
之
も

の
ハ
、
京
・
大
坂
迄
五
日
・
六
日
限
罷
通
候
儀
御
座
候
、
私
共
仲
間
会
所
よ
り
指

出
し
候
早
飛
脚
抜
状
之
外
ニ
、
何
方
よ
り
指
出
し
候
哉
、
去
冬
已
来
宿
継
之
様
成

早
状
箱
相
通
り
候
様
ニ
、
三
度
飛
脚
之
者
共
風
聞
仕
候
、
宿
継
御
停
止
之
所
、
右

之
類
段
々
相
募
候
而
ハ
、
私
共
早
飛
脚
之
抜
状
ニ
紛
敷
罷
成
、
御
大
切
之
御
儀
、

別
而
恐
入
奉
存
候
、
依
之
恐
多
奉
存
候
得
共
、
此
度
奉
願
上
候
者
、
私
共
会
所
よ

り
指
出
し
候
早
飛
脚
抜
状
、
何
れ
之
宿
よ
り
差
出
し
候
共
、
道
中
筋
宿
々
江
私
共

方
よ
り
合
し
る
し
遣
置
、
抜
状
仕
候
節
、
宿
継
早
状
箱
ニ
紛
敷
不
罷
成
候
様
ニ
仕

度
奉
存
候
、
尤
自
今
宿
継
之
様
成
状
箱
等
御
座
候
ハ
ヽ
、
其
筋
と
く
と
見
届
、
乍

恐
御
訴
申
上
度
奉
存
候
、
毎（

マ
マ
）以
御
停
止
被
為　

仰
出
候
御
大
切
之
御
儀
、
此
已
後

紛
敷
義
出
来
不
仕
候
様
乍
恐
奉
存
、
右
之
趣
此
度
御
訴
訟
奉
申
上
候
、　

御
慈
悲

を
以
被
為　

仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
永
々
無
滞
家
業
相
続
仕
、
御
用
等
相
勤
可
申

与
難
有
仕
合
奉
存
候
、
已
上

　
　
　

延
享
弐
年
丑
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
屋
甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
町
弐
丁
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
屋
孫
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
物
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
屋
佐
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
附
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
津
屋
六
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
鞘
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
屋
宗
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
吹
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋
五
兵
衛

　
　

御
奉
行
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
石
町
弐
丁
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
屋
弥
兵
衛

一　

 

三
月
廿
日
ニ
七
軒
屋
不
残
御
番
所
へ
右
之
願
書
出
し
置
候
、
御
窺
ニ
罷
出
候
処
、

追
而
此
方
よ
り
呼
出
可
申
渡
由
被　

仰
付
候

一　

 

三
月
廿
八
日
、
本
町
壱
丁
目
松
坂
屋
三
郎
右
衛
門
殿
へ
組
合
印
鑑
遣
し
、
則
受
取

来
候
而
、
此
裏
ニ
は
り
置
ク

一　

 

右
同
日
、
駿
河
町
越
後
屋
木
綿
店
へ
組
合
之
印
鑑
差
遣
候

　
　
　
　

乍
恐
書
付
を
以
奉
御
窺
候

一　
 

御
当
地
飛
脚
問
屋
七
人
之
者
共
申
上
候
、
道
中
継
早
飛
脚
紛
敷
義
御
座
候
付
、
先

達
而
私
共
前
々
よ
り
致
来
候
抜
状
仕
候
場
所
へ
、
七
人
之
合
し
る
し
遣
置
度
段
御

願
申
上
候
所
、
追
而
可
被　

仰
付
旨
被
為　

仰
渡
候
、
依
之
恐
多
御
座
候
へ
共
奉

御
窺
候
、
以
上

　
　
　
　

延
享
弐
年
丑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

六
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四
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　

甚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋　

佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

宗

　
　

御
奉
行
所
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏　

五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京　

弥

　
　
　
　
　

大
川
支
覚

　
　

 

延
享
弐
年
乙
丑
年
四
月
廿
日
よ
り
大
井
川
留
り
、
廿
三
日
迄
越
無
之
、
廿
四
日
ニ

越
在
之
候
而
、
又
廿
五
日
申
刻
よ
り
留
り
、
一
切
越
無
御
座
候
、
五
月
八
日
ニ
御

上
り
日
光
宮
様
計
御
越
被
遊
候
而
、
往
還
之
旅
人
一
切
越
不
申
候
、
尤
三
日
・
四

日
比
ニ
ハ
い
ろ
（
色
尾
ヵ
）
廻
り
歩
行
致
来
候
人
在
之
候
、
四
月
十
九
日
出
登
り

飛
脚
、
嶋
田
ニ
逗
留
仕
候
由
、
廿
二
日
・
廿
六
日
出
ハ
、
阿
部
川
支
并
サ
ハ
タ
リ

と
申
所
、
八
町
之
間
川
ニ
成
候
由
、
府
中
逗
留
、
廿
九
日
・
五
月
二
日
出
ハ
、
富

士
川
支
吉
原
ニ
逗
留
仕
候
由
五
月
八
日
出
ニ
吉
原
よ
り
申
来
候
、
府
中
よ
り
吉
原

迄
之
間
ニ
、
御
大
名
様
方
ニ
も
十
一
頭
御
逗
留
候
由

　
　

七
八
年
以
前
如
此
在
之
候
、
其
節
も
上
方
江
丗
日
振
ニ
而
飛
脚
着
候

　
　
　
　
　

口
上

　
　

 

道
中
筋
川
々
満
水
ニ
而
、
上
下
之
飛
脚
所
々
ニ
逗
留
仕
候
由
承
知
仕
候
ニ
付
、
惣

飛
脚
屋
中
寄
合
相
談
之
上
、
今
明
之
飛
脚
休
日
ニ
仕
候
、
尤
早
状
者
差
立
申
積
御

座
候
、
乍
憚
御
町
内
宜
御
披
露
奉
頼
上
候
、
右
御
断
申
上
度
如
是
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
屋

　
　
　

丑
五
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
右
衛
門

　
　
　
　
　

太
物
御
問
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
板
組
中

　
　
　
　
　
　

御
行
司
様

　
　
　

右
之
通
之
断
書
弐
通

　
　
　
　

太
物
売
場
御
両
家
様
へ
遣
ス

　
　

〆

　
　

右
之
通
丑
五
月
十
八
日
加
賀
屋
宗
左
衛
門
持
参
仕
候

　
　
　
　
　
　

口
上

　
　

 

先
達
而
も
御
断
申
上
候
通
、
雨
天
打
続
候
ニ
付
、
一
切
飛
脚
到
着
不
仕
候
、
依
之

今
明
之
儀
相
延
申
候
、
双
方
飛
脚
屋
一
統
之
儀
ニ
御
座
候
間
、
左
様
ニ
思
召
可
被

下
候
、
尤
阿
部
川
切
込
、
佐
渡
り
与
申
所
、
此
往
還
難
渡
候
由
、
府
中
よ
り
当

十
八
日
出
之
便
り
ニ
申
来
候
、
此
方
此（

衍
）方
飛
脚
出
立
之
儀
者
何
方
も
一
同
之
御
事

ニ
御
座
候
間
、
其
節
者
追
而
可
申
上
候
、
已
上

　
　
　

大
伝
馬
町
壱
丁
目　
　
　
　
　
　

御
行
司
へ
壱
通

　
　
　
　

太
物
売
場
御
支
配
人
中
様　
　

両
売
場
へ
二
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
テ
三
通
遣
ス

　
　
　
　

茶
店
壱
丁
目
・
弐
丁
目
・
三
丁
目
へ　
　

壱
通

　
　
　
　

新
堀
酒
問
屋
中
・
住
吉
講
中
へ　
　
　
　

壱
通

　
　
　
　

北
新
川
・
南
新
川
、
右
同
断　
　
　
　
　

壱
通

　
　
　
　

紙
店
御
衆
中
様
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
通

　
　
　
　

坂
本
町
・
茅
場
町
酒
問
屋
中　
　
　
　
　

壱
通

　
　
　
　

中
橋
呉
服
町
酒
問
屋
中
へ　
　
　
　
　
　

壱
通

　
　
　

〆　

断
書
九
通

　
　

右
之
通
五
月
廿
一
日
・
廿
二
日
出
之
御
断
申
上
候

　
　
　

丑　

五
月
廿
一
日

　
　
　
「
延
享
二
乙
丑
年
道
中
大
水

一　

 

四
月
中
旬
よ
り
道
中
上
方
筋
惣
而
大
雨
降
続
」（
以
下
空
白
、「 

」
部
分
を
含
め
、

余
白
部
分
全
体
を
斜
線
二
本
で
抹
消
）

　
　
　
　

丑
年
大
水
之
事

一　

 
四
月
中
旬
よ
り
五
月
末
ニ
至
迄
、
諸
国
惣
而
大
雨
降
続
、
別
而
駿
州
路
大
荒
也
、

阿
部
川
之
川
上
金
山
と
申
山
へ
切
込
、
手
越
村
と
佐
渡
り
村
之
上
并
木

（
マ
マ
）（
本
ヵ
）

海
道
筋
十
四
五
町
程
一
面
ニ
海
之
如
、
水
早
キ
事
富
士
川
を
も
物
之
数
と
せ
す
、
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八
日
計
者
一
向
ニ
渡
水
之
便
無
之
候
、
御
大
名
様
方
者
不
申
及
、
町
人
旅
荷　

三

度
荷
物
、
府
中
ニ
差
支
、
大
井
川
者
右
先
書
ニ
書
付
有
之
候
通
也
、
下
り
飛
脚
大

坂
早
番
者
、
廿
四
日
早
次
兵
衛
、
廿
二
日
太
郎
兵
衛
、
次
者
廿
二
日
太
兵
衛
最
初

と
し
て
、
五
月
八
日
吉
郎
右
衛
門
迄
金
谷
而
一
所
ニ
成
、
黒
田
次
兵
衛
方
ニ
五
拾

駄
才
領
廿
五
人
有
之
、
京
次
者
四
月
十
一
日
出
近
江
屋
伝
兵
衛
迄
凡
四
拾
人
余
、

荷
物
弐
百
六
拾
駄
差
支
申
候
、
上
り
ハ
府
中
ニ
差
支
候
も
有
、
富
士
川
水
出
、
吉

原
ニ
も
支
居
申
候
、
嶋
田
ニ
も
十
人
計
、
府
中
ニ
も
三
十
五
六
人
差
支
、
上
り
者

爰
か
し
こ
ニ
差
支
居
申
候
、
其
上
道
中
麦
秋
ニ
而
馬
閊
、
又
々
下
り
飛
脚
三
嶋
ニ

差
支
、
京
者
五
十
六
日
ふ
り
ニ
而
江
戸
着
仕
候
、
大
坂
次
太
兵
衛
者
江
戸
へ

三
十
一
日
ふ
り
ニ
而
帰
り
申
候
、
大
坂
次
登
り
之
最
初
者
四
月
十
九
日
、
吉
兵
衛

大
坂
へ
三
十
四
日
ふ
り
ニ
而
大
坂
着
仕
候
、
府
中
ニ
罷
有
候
先
荷
物
登
り
者
京

太
兵
衛
（「
廿
二
日
」
と
左
横
に
添
書
）・
か
ゝ
屋
十
兵
衛
（「
廿
六
日
」
と
左
横

に
添
書
）
也
、
是
も
五
月
廿
六
日
着
仕
候
、
右
阿
べ
川
之
切
所
者
、
代
官
所
よ

り
船
出
、
渡
船
也
、
夫
よ
り
前
者
歩
行
越
ニ
越
申
候
、
上
金
山
切
口
百
五
十
間
、

下
海
道
ニ
而
者
水
の
有
所
十
四
町
、此
内
歩
行
ニ
而
渡
ル
所
両
方
ニ
而
十
一
町
程
、

渡
所
よ
り
船
着
処
四
町
余
ニ
御
さ
候
、
右
委
細
者
銘
々
道
出
候
而
存
知
之
事
、
末

代
之
亀
鑑
ニ
も
存
候
而
有
増
印
置
物
也
、
穴
か
し
こ
〳
〵

一　

 

六
月
十
二
日
、
如
例
住
吉
講
御
参
会
、
喜
右
衛
門
・
利
助
出
席
仕
候
、
此
度
何
か

な
と
御
馳
走
ニ
思
付
候
而
、「
油
紙
包
」（
抹
消
）
や
き
も
の
御
包
被
成
候
紙
を
手

前
よ
り
一
枚
ツ
ヽ
の
油
引
紙
持
参
候
而
、
油
紙
□
（
之
ヵ
）
中
ニ
半
紙
弐
枚
ツ
ヽ

巻
込
、
上
を
観
世
こ
よ
り
ニ
巻
候
而
出
申
候
、
是
も
組
中
相
談
を
以
、
何
か
な
と

存
候
而
之
事
也
、
殊
外
は
ね
申
候
、
喜
右
衛
門
知
恵
を
ふ
る
ひ
申
候
、
是
も
出
過

た
る
と
ハ
不
被
致
、
働
ニ
而
致
候
、
得
意
衆
殊
外
御
機
嫌
よ
し

　
　
　

走
り
之
儀
ニ
付
御
願
申
上
候
写

　
　
　

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一　

 

御
当
地
飛
脚
問
屋
七
人
之
者
共
申
上
候
、
私
共
差
出
候
馬
早
飛
脚
之
儀
ニ
付
、
当

二
月
委
細
以
書
付
御
願
申
上
候
所
、
追
而
御
下
知
可
被
下
置
旨
被
為　

仰
付
奉
畏

候
、
然
所
道
中
御
奉
行
様
江
右
為
御
吟
味
、
道
中
筋
問
屋
共
之
内
被
召
寄
、
継
早

飛
脚
之
儀
猶
又
急
度
御
停
止
被
為　

仰
出
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
依
之
宿
々
問
屋

共
よ
り
支
配
之
者
共
江
右
之
趣
急
度
申
渡
候
ニ
付
、
宿
々
ニ
而
も
恐
入
奉
存
、
馬

早
飛
脚
・
抜
状
と
も
に
自
今
難
相
勤
由
、
追
々
私
共
方
へ
申
越
候
間
、
と
く
と
承

合
候
所
、
何
れ
之
宿
ニ
而
も
馬
早
飛
脚
・
抜
状
之
義
も
見
分
り
不
申
候
ニ
付
、
一

向
ニ
請
負
難
罷
成
由
申
聞
候
、
然
所
毎
（
再
）
度
御
吟
味
之
上
御
免
被
為
仰
付
、

古
来
之
通
、
馬
早
飛
脚
・
抜
状
相
勤
来
候
所
、
此
節
宿
々
ニ
而
一
向
抜
状
請
合
不

申
候
而
ハ
、
差
掛
り
候
、
急
御
用
之
儀
相
弁
兼
、
乍
恐
難
儀
至
極
仕
候
、
依
之
奉

願
上
候
馬
早
飛
脚
・
抜
状
毎
以
御
免
被
為　

仰
付
候
通
、
何
れ
之
宿
ニ
而
も
只
今

迄
之
通
、
抜
状
無
滞
相
勤
候
様
、
以
御
慈
悲
道
中
筋
へ
被
為　

仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ

難
有
仕
合
奉
存
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉

　
　
　
　

延
享
弐
年
丑
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京　
　

七
人

　
　

御
奉
行
様

一　

 

糸
荷
四
固
、
当
地
よ
り
本
七
日
切
ニ
掛
り
何
程
と
尋
ニ
参
候
、
四
固
ニ
而
も
、
弐

固
ニ
而
も
格
段
ニ
飛
脚
立
不
申
候
て
ハ
勤
不
申
よ
し
申
遣
候
、
然
ハ
壱
太
ニ
付
金

四
両
三
分
位
飛
脚
ニ
渡
し
不
申
候
て
ハ
参
り
不
申
候
、
弐
固
ニ
而
も
、
乗
代
金
弐

分
計
も
引
申
迄
ニ
御
さ
候
段
（
以
下
記
載
な
し
）

　
　
　

丑
六
月
廿
六
日

　
　
　
　

福
嶋
源
六
方
へ
申
遣

　
　

丑
九
月
八
日
夕　

嶋
長
門
守
様
よ
り
七
軒
家
御
差
紙
来
候

　
　

明
後
十
日
九
ツ
時
七
人
之
者
共　

御
番
所
江
可
罷
出
候

　
　
　

丑
九
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
津
屋

（

94（72）
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泉
屋
甚
兵
衛　
　

判

　
　
　

丑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
屋
佐
右
衛
門　

判

　
　
　
　

十
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

太
物
店
御
行
司
様

　
　

 

右
和
泉
屋
ト
申
合
、
相
談
之
上
相
認
差
出
候
、
長
井
与
兵
衛
様
ニ
而
被
仰
付
候
故
、

長
井
へ
持
参
仕
候

一　

十
月
三
日
ニ
木
村
清
兵
衛
様
江
新
宅
御
祝
儀
ほ
ら
三
本
遣
候

一　

 

十
中
間
大
行
事
よ
り
和
泉
屋
甚
兵
衛
江
十
月
朔
日
ニ
被
仰
渡
候
、
近
年
上
下
飛
脚

延
着
仕
候
、
此
儀
吟
味
仕
候
様
ニ
且
又
銭
下
直
ニ
候
侭
、
賃
銀
吟
味
致
候
様
ニ
と

委
細
其
方
拾
組
々
行
司
よ
り
可
申
参
と
被
仰
渡
候

一　

 

九
月
廿
四
日
夕
、
山
八
よ
り
三
日
半
切
仕
立
差
出
候
風
聞
承
候
、
飛
脚
者
越
前
屋

八
右
衛
門
よ
り
遣
候
由
、
山
八
自
分
出
し
候
ニ
相
見
申
候

一　

 

御
状
固
之
連
状
九
月
廿
三
日
出
、
廿
九
日
ニ
参
候

　
　

十
月
二
日
出
山
城
屋
よ
り
仕
立
申
候

一　

 

中
間
の
柳
固
壱
、
三
月
ニ
太
一
左
衛
門
上
州
よ
り
持
帰
り
申
候
、
其
後
小

（
小
山
）庄
右
衛

門
上
州
へ
持
参

　

十
月
十
一
日
ニ
書

一　

 

京
越
後
屋
喜
右
衛
門
殿
よ
り
奥
州
・
上
州
行
金
子
大
黒
屋
庄
次
郎
殿
請
負
被
申
、

右
証
人
ニ
奈
良
物
屋
三
右
衛
門
殿
相
立
被
申
、
三
右
衛
門
殿
へ
此
方
よ
り
左
之
通

之
証
文
遣
申
候

　
　
　
　
　

一
札
之
事

一　

 

其
御
地
越
後
屋
喜
右
衛
門
殿
よ
り
上
州
・
奥
州
江
下
り
金
、
大
黒
屋
庄
次
郎
殿
御

請
合
被
成
ニ
付
、
貴
殿
証
人
ニ
御
立
被
成
候
故
、
奥
州
・
上
州
惣
而
江
戸
よ
り
先

ニ
て
ハ
、
我
等
組
中
証
人
相
立
申
所
実
正
也
、
右
下
り
金
、
万
一
江
戸
よ
り
先
、

奥
筋
ニ
而
遅
滞
・
紛
失
等
在
之
候
者
、
我
等
方
よ
り
急
度
相
弁
埒
明
申
、
貴
殿
へ

少
茂
御
難
義
か
け
申
間
敷
候
、
尤
此
証
文
何
ケ
年
ニ
而
も
御
用
可
被
成
候
、
為
後

日
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
屋
佐
右
衛
門

　
　
　

延
享
弐
年
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

新
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
（
紀
伊
国
屋
）九
郎
兵
衛

　
　
　
　
　

奈
良
物
屋
三
右
衛
門
殿

　
　

上
州
多
葉
粉
問
屋
衆
中
留
メ

　
　

堀
留
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
馬
町

　
　
　
　

清
水
庄
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
太
兵
衛
殿

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筏
屋
三
郎
右
衛
門
殿

　
　
　
　

清
水
次
郎
右
衛
門
殿　
　
　
　
　
　
　

磯
屋
五
郎
兵
衛
殿

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
橋　
　
　
　

　
　
　
　

乾　

九
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
満
屋
庄
兵
衛
殿

　
　

本
材
木
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
田
永
富
町

　
　
　
　

伊
勢
屋
安
右
衛
門
殿　
　
　
　
　
　
　

橘
屋
甚
右
衛
門
殿

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
所
町

　
　
　
　

津
国
屋
権
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
庄
右
衛
門
殿

　
　

堀
留
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

吉
野
屋
五
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

中
橋

　
　
　
　

木
曽
屋
孫
兵
衛
殿

　
　
　
　
　

差
上
ケ
申
町
飛
脚
請
合
証
文
之
事

一　

 

今
度
大
坂
御
在
番
御
登
り
被
遊
候
ニ
付
、
来
ル
寅
八
月
迄
、
三
度
飛
脚
拙
者
共
御

請
合
申
処
実
正
也
、
従
江
戸
大
坂
御
城
内
迄
、
一
ケ
月
ニ
三
度
宛
、
毎
月
四
日
・

十
四
日
・
廿
四
日
、
大
坂
表
茂
四
日
・
十
四
日
・
廿
四
日
、
飛
脚
相
立
申
候
、
但

道
中
日
限
八
日
・
九
日
ニ
相
定
、
則
御
状
箱
・
御
荷
物
等
無
相
違
差
上
可
申
候
、

万
一
飛
脚
之
者
、
於
道
中
相
煩
候
歟
、
又
ハ
如
何
様
之
儀
御
座
候
共
、
御
定
日
限

之
通
、
少
茂
無
滞
相
勤
可
申
候
、
若
大
風
・
大
水
ニ
而
道
中
往
来
止
り
申
候
者
、

其
所
之
役
人
方
よ
り
逗
留
之
刻
限
証
文
請
取
、
差
上
可
申
事

一　

 

御
請
合
申
候
三
度
飛
脚
之
外
、
御
仕
立
飛
脚
并
間
之
飛
脚
御
状
箱
・
御
荷
物
等
被

飛
脚
之
儀
猶
又
急
度
御
停
止
被
為　

仰
出
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
依
之
宿
々
問
屋

共
よ
り
支
配
之
者
共
江
右
之
趣
急
度
申
渡
候
ニ
付
、
宿
々
ニ
而
も
恐
入
奉
存
、
馬

早
飛
脚
・
抜
状
と
も
に
自
今
難
相
勤
由
、
追
々
私
共
方
へ
申
越
候
間
、
と
く
と
承

合
候
所
、
何
れ
之
宿
ニ
而
も
馬
早
飛
脚
・
抜
状
之
義
も
見
分
り
不
申
候
ニ
付
、
一

向
ニ
請
負
難
罷
成
由
申
聞
候
、
然
所
毎
（
再
）
度
御
吟
味
之
上
御
免
被
為
仰
付
、

古
来
之
通
、
馬
早
飛
脚
・
抜
状
相
勤
来
候
所
、
此
節
宿
々
ニ
而
一
向
抜
状
請
合
不

申
候
而
ハ
、
差
掛
り
候
、
急
御
用
之
儀
相
弁
兼
、
乍
恐
難
儀
至
極
仕
候
、
依
之
奉

願
上
候
馬
早
飛
脚
・
抜
状
毎
以
御
免
被
為　

仰
付
候
通
、
何
れ
之
宿
ニ
而
も
只
今

迄
之
通
、
抜
状
無
滞
相
勤
候
様
、
以
御
慈
悲
道
中
筋
へ
被
為　

仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ

難
有
仕
合
奉
存
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉

　
　
　
　

延
享
弐
年
丑
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京　
　

七
人

　
　

御
奉
行
様

一　

 

糸
荷
四
固
、
当
地
よ
り
本
七
日
切
ニ
掛
り
何
程
と
尋
ニ
参
候
、
四
固
ニ
而
も
、
弐

固
ニ
而
も
格
段
ニ
飛
脚
立
不
申
候
て
ハ
勤
不
申
よ
し
申
遣
候
、
然
ハ
壱
太
ニ
付
金

四
両
三
分
位
飛
脚
ニ
渡
し
不
申
候
て
ハ
参
り
不
申
候
、
弐
固
ニ
而
も
、
乗
代
金
弐

分
計
も
引
申
迄
ニ
御
さ
候
段
（
以
下
記
載
な
し
）

　
　
　

丑
六
月
廿
六
日

　
　
　
　

福
嶋
源
六
方
へ
申
遣

　
　

丑
九
月
八
日
夕　

嶋
長
門
守
様
よ
り
七
軒
家
御
差
紙
来
候

　
　

明
後
十
日
九
ツ
時
七
人
之
者
共　

御
番
所
江
可
罷
出
候

　
　
　

丑
九
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
七
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
津
屋

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京　

屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　

屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
城
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋　

屋

　
　

 

丑
八
月
よ
り
大
坂
御
状
固
、
尾
張
屋
宗
右
衛
門
・
江
戸
山
城
屋
宗
左
衛
門
被
仰
付

候
、
依
之
大
坂
仕
出
シ
ハ
、
柳
屋
嘉
兵
衛
承
、
嶋
屋
・
山
城
屋
・
山
田
屋
三
軒
江

相
付
、
登
り
ハ
右
三
軒
之
者
共
順
々
格
番
ニ
下
請
負
申
、
差
立
可
申
候
由
、
大
坂

よ
り
連
状
来
候

一　

此
元
御
状
固
差
立
候
節
ハ
、
是
迄
荷
物
直
段
左
之
通

　
　
　

次
荷
物　
　
　

四
匁
五
分　
　

大
坂
行
司

　
　
　

同
金　
　
　
　

五
匁
六
分　
　

九
月
津
重

　
　
　

八
日
切
荷
物　

八
匁
五
分　
　

十
月
江
源

　
　
　

同
金　
　
　
　

六
匁
五
分　
　

十
一
月
江
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

　
　

右
ハ
金
六
拾
弐
匁
か
へ

　
　

セ
に
（
銭
）
右
之
割
ヲ
以
時
相
場

一　

丑
九
月
十
日
、
嶋
長
門
守
様
よ
り
七
軒
家
へ
被
仰
渡
候
写

一　

 

当
二
月
、
其
方
共
願
出
候
者
、
仲
間
会
所
よ
り
差
出
候
早
飛
脚
抜
状
之
外
ニ
何
方

よ
り
差
出
候
哉
、
去
冬
已
来
宿
継
之
様
成
早
状
箱
通
り
候
様
ニ
風
聞
在
之
旨
申
出

候
ニ
付
、
道
中
奉
行
よ
り
道
中
筋
宿
々
吟
味
在
之
所
、
継
早
飛
脚
請
負
候
者
壱
人

茂
無
之
候
、
此
已
後
、
若
継
早
飛
脚
請
負
候
者
背
（
有
）
之
候
ハ
ヽ
、
早
速
申
可

出
旨
宿
々
江
道
中
奉
行
よ
り
申
渡
候
、
且
又
道
中
筋
宿
々
江
其
方
共
よ
り
合
印
遣

置
度
旨
相
願
候
、
継
早
飛
脚
停
止
申
付
候
而
最
早
一
ケ
年
余
ニ
相
成
候
得
共
、
差

支
候
儀
無
之
候
ニ
付
、
右
之
願
者
不
及
沙
汰
ニ
候
、
二
三
年
も
見
合
、
其
方
共
差

出
候
早
飛
脚
之
抜
状
ニ
差
支
候
儀
出
来
候
ハ
ヽ
、
其
節
可
申
出
候
、
已
上

　
　

〆　

右
之
通
七
軒
江
被
仰
渡
候

　
　

 

丑
九
月
廿
四
日
ニ
長
井
与
兵
衛
様
ニ
て
、
大
伝
壱
丁
目
行
司
衆
御
寄
合
之
上
、
泉

屋
・
此
方
両
人
呼
ニ
参
候
而
、
両
人
参
候
所
、
飛
脚
延
着
用
事
不
弁
難
義
候
、
弥

是
迄
之
通
ニ
而
不
弁
候
者
、
賃
銀
引
下
ケ
候
様
ニ
被
仰
渡
候
、
夫
故
下
り
状
之
分

ハ
泉
屋
と
申
合
、
柳
屋
飛
脚
ニ
持
セ
下
候
様
ニ
相
談
致
候
、
泉
屋
方
ハ
京
都
早
飛

脚
ニ
為
持
申
様
ニ
承
申
候

　
　

右
之
返
答
、
十
月
三
日
両
家
名
判
ニ
而
左
之
通
書
付
差
出
申
候

「　
　
　
　

乍
憚
口
上
書
ヲ
以
御
断
申
上
候

一　

 

近
比
御
状
延
着
仕
候
ニ
付
、
先
頃
御
吟
味
御
座
候
ニ
付
、
以
前
御
断
申
上
候
通
、

近
年
道
中
筋
馬
払
底
ニ
付
、
所
々
馬
差
支
、
及
延
引
ニ
候
段
御
断
申
上
候
へ
共
、

何
分
馬
支
之
申
訳
ニ
而
ハ
御
承
引
無
之
段
被
仰
付
、
御
尤
至
極
ニ
奉
存
候
、
此
段

上
方
組
合
之
者
共
へ
申
遣
、
何
卒
早
着
仕
候
様
ニ
飛
脚
之
者
ニ
も
急
度
申
候
、
今

暫
ク
御
見
合
可
被
下
候
、
彼
是
御
返
答
延
引
ニ
罷
成
候
段
、
以
書
付
御
断
申
上
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
屋
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
屋
判

　
　
　

十
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（「　

」
内
原
文
全
体
を
×
印
で
抹
消
）

　
　
　
　
　

乍
憚
口
上
書
ヲ
以
御
断
申
上
候

一　

 

近
年
御
状
延
着
仕
候
ニ
付
、
先
頃
私
共
被
寄
召
、
御
吟
味
御
座
候
段
御
尤
至
極
ニ

奉
存
候
、
前
以
御
断
申
上
候
通
、
近
年
道
中
馬
払
底
ニ
罷
成
、
御
用
御
荷
物
其
外

御
大
名
様
方
御
荷
物
等
相
重
り
候
節
者
、
一
向
ニ
馬
当
テ
不
申
候
ニ
付
、
無
是
非

相
対
ヲ
以
格
別
之
駄
賃
等
仕
罷
通
り
候
へ
共
、
自
然
と
江
戸
着
延
引
ニ
罷
成
、
難

儀
至
極
仕
候
、
其
上
当
春
よ
り
度
々
之
満
水
ニ
付
、
所
々
難
所
多
ク
罷
成
、
少
々

之
雨
ニ
茂
差
留
り
、
旁
以
及
延
引
候
段
御
断
申
上
候
へ
共
、
此
度
者
御
承
引
無
御

座
候
趣
、
委
細
承
知
仕
、
此
段
上
方
取
組
之
者
江
申
遣
、
飛
脚
共
江
茂
急
度
申
付
、

早
着
仕
候
様
ニ
相
働
可
申
上
と
奉
存
候
間
、
工
面
之
内
今
暫
ク
御
用
捨
被
遊
可
被

下
候
、
右
御
返
答
及
延
引
候
ニ
付
、
書
付
を
以
御
断
申
上
候
、
以
上

（
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泉
屋
甚
兵
衛　
　

判

　
　
　

丑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
屋
佐
右
衛
門　

判

　
　
　
　

十
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

太
物
店
御
行
司
様

　
　

 

右
和
泉
屋
ト
申
合
、
相
談
之
上
相
認
差
出
候
、
長
井
与
兵
衛
様
ニ
而
被
仰
付
候
故
、

長
井
へ
持
参
仕
候

一　

十
月
三
日
ニ
木
村
清
兵
衛
様
江
新
宅
御
祝
儀
ほ
ら
三
本
遣
候

一　

 

十
中
間
大
行
事
よ
り
和
泉
屋
甚
兵
衛
江
十
月
朔
日
ニ
被
仰
渡
候
、
近
年
上
下
飛
脚

延
着
仕
候
、
此
儀
吟
味
仕
候
様
ニ
且
又
銭
下
直
ニ
候
侭
、
賃
銀
吟
味
致
候
様
ニ
と

委
細
其
方
拾
組
々
行
司
よ
り
可
申
参
と
被
仰
渡
候

一　

 

九
月
廿
四
日
夕
、
山
八
よ
り
三
日
半
切
仕
立
差
出
候
風
聞
承
候
、
飛
脚
者
越
前
屋

八
右
衛
門
よ
り
遣
候
由
、
山
八
自
分
出
し
候
ニ
相
見
申
候

一　

 

御
状
固
之
連
状
九
月
廿
三
日
出
、
廿
九
日
ニ
参
候

　
　

十
月
二
日
出
山
城
屋
よ
り
仕
立
申
候

一　

 

中
間
の
柳
固
壱
、
三
月
ニ
太
一
左
衛
門
上
州
よ
り
持
帰
り
申
候
、
其
後
小

（
小
山
）庄
右
衛

門
上
州
へ
持
参

　

十
月
十
一
日
ニ
書

一　

 

京
越
後
屋
喜
右
衛
門
殿
よ
り
奥
州
・
上
州
行
金
子
大
黒
屋
庄
次
郎
殿
請
負
被
申
、

右
証
人
ニ
奈
良
物
屋
三
右
衛
門
殿
相
立
被
申
、
三
右
衛
門
殿
へ
此
方
よ
り
左
之
通

之
証
文
遣
申
候

　
　
　
　
　

一
札
之
事

一　

 

其
御
地
越
後
屋
喜
右
衛
門
殿
よ
り
上
州
・
奥
州
江
下
り
金
、
大
黒
屋
庄
次
郎
殿
御

請
合
被
成
ニ
付
、
貴
殿
証
人
ニ
御
立
被
成
候
故
、
奥
州
・
上
州
惣
而
江
戸
よ
り
先

ニ
て
ハ
、
我
等
組
中
証
人
相
立
申
所
実
正
也
、
右
下
り
金
、
万
一
江
戸
よ
り
先
、

奥
筋
ニ
而
遅
滞
・
紛
失
等
在
之
候
者
、
我
等
方
よ
り
急
度
相
弁
埒
明
申
、
貴
殿
へ

少
茂
御
難
義
か
け
申
間
敷
候
、
尤
此
証
文
何
ケ
年
ニ
而
も
御
用
可
被
成
候
、
為
後

日
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
屋
佐
右
衛
門

　
　
　

延
享
弐
年
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

新
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
（
紀
伊
国
屋
）九
郎
兵
衛

　
　
　
　
　

奈
良
物
屋
三
右
衛
門
殿

　
　

上
州
多
葉
粉
問
屋
衆
中
留
メ

　
　

堀
留
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
馬
町

　
　
　
　

清
水
庄
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
津
太
兵
衛
殿

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筏
屋
三
郎
右
衛
門
殿

　
　
　
　

清
水
次
郎
右
衛
門
殿　
　
　
　
　
　
　

磯
屋
五
郎
兵
衛
殿

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
橋　
　
　
　

　
　
　
　

乾　

九
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
満
屋
庄
兵
衛
殿

　
　

本
材
木
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
田
永
富
町

　
　
　
　

伊
勢
屋
安
右
衛
門
殿　
　
　
　
　
　
　

橘
屋
甚
右
衛
門
殿

　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
所
町

　
　
　
　

津
国
屋
権
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
庄
右
衛
門
殿

　
　

堀
留
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

吉
野
屋
五
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

中
橋

　
　
　
　

木
曽
屋
孫
兵
衛
殿

　
　
　
　
　

差
上
ケ
申
町
飛
脚
請
合
証
文
之
事

一　

 

今
度
大
坂
御
在
番
御
登
り
被
遊
候
ニ
付
、
来
ル
寅
八
月
迄
、
三
度
飛
脚
拙
者
共
御

請
合
申
処
実
正
也
、
従
江
戸
大
坂
御
城
内
迄
、
一
ケ
月
ニ
三
度
宛
、
毎
月
四
日
・

十
四
日
・
廿
四
日
、
大
坂
表
茂
四
日
・
十
四
日
・
廿
四
日
、
飛
脚
相
立
申
候
、
但

道
中
日
限
八
日
・
九
日
ニ
相
定
、
則
御
状
箱
・
御
荷
物
等
無
相
違
差
上
可
申
候
、

万
一
飛
脚
之
者
、
於
道
中
相
煩
候
歟
、
又
ハ
如
何
様
之
儀
御
座
候
共
、
御
定
日
限

之
通
、
少
茂
無
滞
相
勤
可
申
候
、
若
大
風
・
大
水
ニ
而
道
中
往
来
止
り
申
候
者
、

其
所
之
役
人
方
よ
り
逗
留
之
刻
限
証
文
請
取
、
差
上
可
申
事

一　

 

御
請
合
申
候
三
度
飛
脚
之
外
、
御
仕
立
飛
脚
并
間
之
飛
脚
御
状
箱
・
御
荷
物
等
被
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仰
付
候
通
、
無
相
違
差
登
せ
可
申
候
、
何
茂
賃
銀
別
紙
ニ
書
付
差
上
申
候
通
、
少

茂
相
違
仕
間
敷
候
事

一　

 

御
状
箱
・
御
荷
物
紛
失
仕
候
歟
、
又
ハ
濡
損
シ
申
候
ハ
ヽ
、
紛
失
之
品
急
度
相
弁
、

差
上
可
申
候
事

　

 

右
之
条
々
急
度
相
守
可
申
候
、
若
如
何
様
之
儀
出
来
仕
候
共
、
私
共
何
方
へ
茂
罷
出
、

急
度
埒
明
、
少
茂
懸
御
苦
労
申
間
敷
候
、
為
後
日
之
、
町
飛
脚
請
合
証
文
仍
而
如
件

　
　
　

延
享
弐
年
丑
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
名
判

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
孫
三
郎
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂
名
判

　
　
　
　
　
　
　
　

雜
賀
重
兵
衛
様

　
　
　
　
　

直
段
附

一　

御
状
箇
月
並
三
度
片
道　

壱
貫
匁
ニ
付
拾
壱
匁

一　

御
状
壱
封　

四
拾
弐
文　
　
　
　
　
　

 
一　

七
日
切
差
込
幸
便
壱
封　

弐
百
文

一　

五
日
切
差
込
幸
便
御
状
壱
封 

四
百
文　

一　

荷
物
壱
貫
匁
ニ
付　

九
匁
五
分
か
へ

一　

六
日
切
差
込
幸
便
壱
封　
　

 

三
百
文

　
　
　
　

覚

一　

道
中
八
日
限
御
状
箇
壱
貫
匁
ニ
付　
　

賃
銀
拾
四
匁

一　

封
御
状
壱
通　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
銀
壱
匁
五
分

　
　
　
　

但
大
封
御
状
ハ
賃
銀
見
合
申
請
候

一　

御
状
箱
壱
通
入
よ
り
弐
通
入
迄　
　
　

賃
銀
三
匁
五
分

一　

同
三
通
入
よ
り
五
通
入
迄　
　
　
　
　

賃
銀
四
匁
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
口
（
ヵ
）
五
分

一　

御
状
箱
之
目
百
匁
迄　
　
　
　
　
　
　

賃
銀
五
匁
弐
分

一　

同
百
拾
匁
よ
り
弐
百
匁
迄　
　
　

百
匁
ニ
付　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
銀
五
匁
弐
分

一　

同
弐
百
拾
匁
よ
り
上
ハ
何
程　
　

百
匁
ニ
付

　
　

ニ
而
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
銀
四
匁
五
分

一　

雨
紙
包
・
紙
包
類
ハ　

賃
銀
見
合
せ
申
請
候

一　

御
荷
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
貫
匁
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
弐
匁
五
分

一　

日
永
便
御
荷
物　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
匁
九
分

　
　
　

但
何
れ
茂
割
レ
物
・
水
物
・
長
キ
物
・
か
さ
高
キ
物
・
濡
物
・
人
形
類
、

　
　
　

右
之
賃
銀
ニ
、
三
割
之
御
増
可
被
下
候

一　

金
百
両
ニ
付　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
金
弐
拾
弐
匁

　
　
　
　

但
五
拾
両
よ
り
内
ハ
拾
両
ニ
付
賃
銀
四
匁
か
へ

　
　
　
　

尤
五
拾
両
よ
り
上
者
右
百
両
之
割

　
　
　
　

是
よ
り
御
仕
立
飛
脚

一　

四
日
半
切　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
「
銀
金
拾
両
」（「 

」
部
分
を
貼
紙
で
抹
消
）

一　

五
日
切　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
金
五
両
三
分
ト
五
匁

一　

六
日
切　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
金
四
両
ト
拾
匁

一　

七
日
切　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
金
弐
両
三
分

　

右
御
状
箱
三
百
匁
持
、
夫
よ
り
上
者
百
匁
ニ
付
拾
匁
御
増
申
請
候

　
　
　
　

同
幸
便

一　

五
日
切　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
金
三
分
ト
拾
匁

一　

六
日
切　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
金
弐
分
ト
八
匁
五
分

一　

七
日
切　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
金
壱
分
ト
七
匁

　

右
御
状
箱
弐
百
匁
持
、
夫
よ
り
上
者
百
匁
ニ
付
拾
匁
御
増
申
請
候

一　

四
日
限
御
仕
立
御
請
合
不
申
上
候　
　

一　

四
日
限
・
四
日
半
限
幸
便
御
請
合
不
申
上
候

一　

道
中
定
馬
御
合
印
之
板
三
枚
頂
戴
仕
度
候

一　

道
中
宿
々
問
屋
へ
私
方
へ
被
為　

仰
付
候
御
触
書
被
遊
御
出
可
被
下
候

　

右
之
通
ニ
而
御
請
合
申
上
候
、
以
上

　
　
　

丑
十
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
国
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
右
衛
門

　
　
　
　

吉
賀
新
兵
衛　

様

　
　
　
　

野
間
口
惣
左
衛
門　

様

　
　
　
　

池
田
藤
太
夫　

様
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右
ハ
嶋
津
山
城
守
様
賃
銀
附
、
大
坂
よ
り
之
写
留
メ
置
候

　
　

丑
十
一
月
十
一
日

　
　
　

江
戸　

嶋
屋
佐
右
衛
門　

飛
脚
中

　
　
　

大
坂　

津
国
屋
重
右
衛
門　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

利
兵
衛　
　

六
右
衛
門　
　

甚
兵
衛　
　

太
兵
衛　
　

弥
兵
衛

　
　
　
　
　

宗
兵
衛　
　

吉
兵
衛　
　
　
　
　
　
　
　

源
二
郎

　

右
之
通
手
前
飛
脚
ニ
相
違
無
御
座
候
、
藤
枝
よ
り
下
り
御
用
御
出
し
被
遊
候
ハ
ヽ
、
無

　

相
違
御
届
可
申
上
候
、
為
後
日
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
屋
佐
右
衛
門

　
　
　
　

御
役
人
衆
中
様

　

右
之
通
本
多
紀
伊
守
様
当
地
御
屋
敷
へ
差
上
ケ
申
候

　
　

丑
十
一
月
十
四
日

　

大
坂
御
城
代
阿
部
伊
勢
守
様
御
役
人
衆
中
留
メ

　
　

上　
　

竹
田
市
兵
衛
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
塩
庄
兵
衛
様

　
　

丸
山　

萩
原
伝
蔵
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
室
六
之
進
様

　
　

同　
　

山
上
勘
左
衛
門
様　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
条
左
衛
門
様

　
　
　
　
　

村
上
次
郎
右
衛
門
様　
　
　
　

下
役　

中
嶋
伝
助
様

　
　

元
〆　

町
野
金
助
様

 

（「
え
き
て
い
し
り
ょ
う
」
を
よ
む
か
い
）

90（76）


